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読者の皆様へ！
15年前、私たちは確固たる信念のもと、FEVコンサルティングを設立しました。当時、
お客様は技術的な卓越性に勝る何かを求めておられました。それは、エンジニアリ
ングの現場に密接に根ざしながら、戦略的な課題の解決を支援できるパートナー
だと考えました。戦略コンサルティングの専門知識と、FEVが持つ深い技術的基盤を
融合させることは、自然な一歩であると同時に、野心的な挑戦でもありました。改め
て振り返りつつ、私たちはそれが素晴らしい決断だったと自信を持って申し上げる
ことができます。

今日、FEVコンサルティングは単なる専門コンサルティング会社という枠をはるかに
超えています。明確な思考、優れた分析力、そして複雑な問題を具体的な行動指針
へと転換する能力で知られ、世界中の顧客から信頼されるパートナーとなっていま
す。私が最も高く評価しているのは、チームがあらゆる案件に注ぐ協働の精神です。
当社の技術専門家との緊密な連携は、地域や専門分野を超えた視点を融合させ、
顧客の最も困難な課題を解決することの威力を如実に示しています。

FEVコンサルティングが最も困難な課題に対して提供する、革新的な思考、戦略的
な規律、そして深い技術的専門知識という独自の組み合わせは、常にお客様から高
く評価されています。この評判は偶然に得られたものではありません。それは、絶え
間ない献身、知的好奇心、そして前提に疑問を投げかけ、表面的な事象の先を見据
えようとする姿勢の賜物なのです。

FEVコンサルティングが成し遂げた成果、そしてFEVファミリーの不可欠な一員へと
成長した姿を、私は心から誇りに思います。FEVコンサルティングは日々、私たちの
成功に貢献し、お客様と当社グループ双方の今後の道筋を形作っています。

この15年間の素晴らしい歩みを心よりお祝い申し上げます。これからの15年間も楽
しみにしています。

Dr パトリック・フッパーリッヒ
社長 兼 CEO   FEVグループ
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15年という期間は長く聞こえるかもしれません、然し、テク
ノロジーと戦略の境界領域で過ごしていると、時間はイノ
ベーションのペースで過ぎていきます。FEVコンサルティン
グでは創業当初から、シンプルでありながらも厳しい目標
を掲げてきました。それは、課題が複雑で、納期が厳しく、成
果が極めて重要となる場面において、クライアントから信
頼される専門のパートナーとなることです。

私たちは、役員室と現場の間、ビジョンと実証の間、そして
　「可能性」と「収益性」の間に「架け橋」をつくることで、今
日のポジションを築いてきました。そして、お客様と一緒に、
その架け橋を渡ります。「業界から、業界のために」という言
葉は、私たちにとって単なるモットーではなく、身について
いる本能そのものです。私たちはエンジニアと経営幹部の
双方の言葉を理解し、ニュアンスを損なうことなく両者の間
を橋渡しします。

 この15年間で私が最も誇りに思うのは、私たちが築き、維
持してきた関係です。長年にわたるパートナーシップは決し
て偶然の産物ではありません。

それらは、挑戦的なプロジェクト、率直な対話、そして現実
的で測定可能なインパクトを生み出す成果を通じて築き上
げられます。クライアントは、製品や業務のレビューから、持
続可能で将来を見据えたビジネスの構築に至るまで、最も
刺激的で、しばしば最も困難な課題に私たちを招き入れて
くれます。私たちはその信頼を、この上ない名誉として受け
止めています。

ステファン・ピシンガー教授の指導と支援がなければ、こ
れらすべては始まらなかったでしょう。教授の励ましは、FEV
コンサルティングを立ち上げる上で決定的な役割を果たし
ました。その起業家精神に満ちた決断は、FEVグループが
競争の激しいエンジニアリングサービス業界において差別
化を図る助けとなり、今日の私たちのようなグローバルな
テクノ・ストラテジック・コンサルティングファームの礎を築
きました。

何よりもまず、私たちのチームに感謝したいと思います。皆
さんの実績、情熱、熱意、そして好奇心こそが、私たちの進
化を支える原動力です。皆さんは既成概念に疑問を投げか
け、他者が気づかない点をつなぎ合わせ、私たちが提供す
る成果を深く気にかけています。皆さんがいるからこそ、ク
ライアントは私たちに幾度となく連絡をくださるのです。

 15周年を迎えるにあたり、私たちは過去を振り返るのでは
なく、これからの道を見据えています。課題が小さくなるこ
とはありません。私たちの野心もまた、決して小さくなるこ
とはありません。今後も、揺るぎない架け橋を築き、影響を
与え続けます。新たな章に向けて、乾杯しましょう。

 
アレクサンダー・ナセ
FEVコンサルティング　社長

FEVコンサルティング：              
これまでの15年間

SPECTRUM #83  
2026 年   第2号

レイアウト

ハンナ・ペニャ・ゴメス
デビッド・ニエキ
ベラ・ヘックマン
FEVコンサルティング
マーケティング＆広報

読者サービス

本誌『SPECTRUM』について、新規定期購
読のご希望、またはご住所の変更について
は、　お名前、会社名、ご住所を下記まで
お送りください： spectrum@fev.com

company/fev-consulting

編集者

ヨハネス・ホーベン 
ライリー・パドヴァーノ

本誌に掲載されている画像の
一部は、人工知能を用いて作
成されています。
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2017  

コスト・エンジニ 
アリングをコンサ 
ルティングに移管

2020

UAEドバイ事務 
所を設立

スペイン・ビルバオ
事務所を設立

2019

ベンチマーキング 
　センター4か所を開設

ドイツ・ケルン事務 
所を設立

中国・北京　　 
事務所を設立

2018

ビヨンド・マテリアルズ
を設立

フランス・マルセイユ事
務所を設立

2022

2023

日本・東京事務所 
を設立

2025
ドイツ・アーヘンの　
ベンチマーキング　
センターを拡張

基本データ

誠に光栄なことに、ここ数年、フォーブス
誌および brand eins 誌、両誌から高い
評価を頂きましたいただいたことを光栄
にこの成果は、お客様からの信頼とパー
トナーシップがなければ成し得なかった
ものです。

『フォーブス』と『スタ
ティスタ』が選ぶ「ベス
ト・マネジメント・コ
ンサルティング企業」
リストに3回選出

brand eins誌より、
ベストコンサルタント
賞を8回受賞

創業
ドイツ・アーヘンにて2011
コンサルタント
グローバル合計150
プロジェクト
世界30余の国々にて2,000+
事務所
世界9か国に12

世界が進化し続ける中、 
私たちも進化し続けます
2011年に小規模な専門コンサルティング会社として
スタートした当社は、今や世界的な成功を収める企
業へと成長しました。

長年にわたり、FEVコンサルティングは、一歩ずつ、市場ごとに着実に
事業範囲を拡大し、サービスを提供する業界と共に成長してきました。
現在、当社は8カ国に11のオフィスを構え、戦略的洞察力と深いエンジ
ニアリングの専門知識を兼ね備えた150名以上のコンサルタントを擁
しています。この歩みは、「変革が起きる現場に赴き、モビリティやエネ
ルギー、そしてその先にある未来を形作るクライアントを支援する」と
いう一貫した志を反映しています。

アレクサンダー・ナセ
グローバル 
マネージング・ダイレクター
 

クリストファー・ボリーグ　 
マネージング・ダイレクター
ドイツ

2024

サウジアラビア 
リヤド事務所を設立

[ 基本データ ]

2011

ドイツ・アーヘンにFEV 
コンサルティングを設立

2013

米国・デトロイト 
事務所を設立

ドイツ・ミュンヘン 
事務所を設立

2026

インド・プネ　　 
事務所を設立
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当社の事業運営は、 
3つの側面を中核とし
ています

3つの側面が連携し、　　　　　　 
お客様のあらゆる課題を解決します

今日のモビリティとエネルギーに関する 課
題は、単一の領域に限定されることは ほと
んどありません。それらは業界、 技術、そし
て時間軸をまたがっています。お客様がこ
の複雑さを乗り越えられるよう支援するべ
く、FEVコンサルティングは、適切な専門家
がまさに適切なタイミング で力を合わせら
れることを保証するコン セプトを基に事業
を展開しています。

このコンセプトは、「業界」、「ハイパーテーマ」、「サービス＆
ソリューション」という、互いに補完し合う3つの側面に基
づいています。「業界」は深い思想的リーダーシップと長期
的なクライアントとの関係を結びつけます。「ハイパーテー
マ」は、未来を形作る技術的・戦略的トピックを分類します。

「サービス＆ソリューション」は、あらゆる案件にスピード
と品質をもたらす手法、ツール、そして再現可能なアプロ
ーチを提供します。各次元は、独自の視点と専門知識を活
かして貢献する、専任のリーダーが率いています。

この構造の強みは、これらの側面が如何に交差するかに
あります。その交差が、あらゆるプロジェクトにおいて、業
界への深い洞察、テーマごとの専門知識、そして卓越した
方法論を、クライアントのために一貫性のある単一のソリ
ューションとして統合することを確実にしています。このよ
うにして、FEVコンサルティングは幅広いトピックを網羅し
つつ、最も重要なこと、すなわち、その課題に最適なチーム
を編成してクライアントの最も困難な課題を解決すること
に、鋭く焦点を当て続けているのです。

対象業界

政府・団体

工業製品

自動車

PE及び主要投資家

輸送・物流

エネルギー・サステナビリティ

化学品・素材

防衛

次のページでは、FEVコンサルティング
の運営体制によって実現した、最近のプ
ロジェクトの成功事例や重要なパートナ
ーシップについて、刺激的な記事やレポ
ートを通じてご紹介します。

  

先見性のあるアイデアから産業に     
おける卓越性まで、当社のサービスと     
ソリューションは、お客様の製品の  
旅路のあらゆる段階を網羅しています
 
 

 調査・分析＆将来予測  
 ベンチマーキング 
 ビジネス戦略  
 テクノロジー戦略  
 コスト＆バリューマネジメント 
 事業の具現化

業界

サービス＆　
ソリューション

ハイパーテーマ

[ コーポレートロジック  ]

先進的　　　　
ロボティクス モビリティ

次世代
R&D エネルギー サステナビリティ

パワートレイン 
システム

当社の「ハイパーテーマ」では、単に
これらテーマを探求するだけでなく、
それらを活用して未来を形作ってい
くことを目指しています。戦略的洞察
と技術力という強力な原動力を駆使
し、私たちは複雑な課題を乗り越え
ていきます。これらのダイナミックな
分野の複雑さを切り拓き、実行可能
なソリューションへと変革を齎すアイ
デアを見つけ出します。

私たちの重要テーマ

輸送・物流
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これまでの歩み： 
15年にわたるイノベーション

FEVは「CycleBat」を通じて、バッテリー                                                                          
リサイクルにおける不確実性を、実用的な                                                                         
モデルツールセットへ転換し、数々の賞を                                                                          
頂きました。OEM、リサイクル業者、投資                                                                                          
家が、不透明な処理量、変動する規制、不確                                                                               
実なプロセス経済性といった課題に直面す
る中、FEVは循環型経済に関する意思決定に
透明性をもたらす統合モデルセットを開発しま
した。 CycleBatは、市場予測、ボトムアップ型の
バリューチェーン・モデリング、および バッテリー設計
分析を組み合わせ、リサイクル需要、コスト、CO2フットプリン
ト、 および設計選択による影響を定量化します。この分析結果は、顧客が戦略、投資、 パートナ
ーシップ、製品設計に関してより適切な意思決定を行うのに役立ちます。    2024年、CycleBatは

「Springer Sustainability Award in Automotive」を受賞し、以来、FEVのバッテリーリサイクル
ソリューションの中核的な機能となっています。

ドイツ政府の資金提供を受けた都市航空モビリティ分野における主要なドイツ
のイニシアチブ「SkyCab」は、eVTOLエアタクシーがどのように迅速かつ効率的
な地域間接続を実現できるかを検討しました。 FEVコンサルティングは、11路線
のネットワークの定義、バーティポートの立地選定、および地上交通に対する明
確な優位性を確保するための所要時間のベンチマーク調査において、重要な役
割を果たしました。これらの分析に基づき、FEVは実現可能性を確保するために、
航続距離95 km以上、巡航速度240 km/h、　最低3名の乗客収容能力など、航空
機に必要な基本要件を提言しました。

商業的評価を強化するため、FEVは、時間短縮、コスト比較、および主要な快適性
要因を組み合わせ、乗客の支払意思額を推定する革新的な手法を開発しました。

SkyCab eVTOL

CycleBat

E-bike

電動自転車メーカーは、あらゆるセグメントにおいて高まる期待に直面しています。都市部のライダー
は長距離走行、静粛性、そしてシームレスな統合性を求める、一方、マウンテンバイクユーザーは高トル
ク、堅牢性、そして精密な走行制御を期待しています。 OEMメーカーにとって、ドライブユニットは単な
る部品ではなく、システムレベルの差別化要素となっています。FEVは、都市部用とマウンテンバイク用
の両方の用途に対応できるよう設計された、コンパクトで高効率なドライブユニットを開発しました。
最大の課題は、極めて限られた筐体スペースの中で、トルク密度、効率、パッケージング、そして乗り心
地のバランスを取ることでした。FEVは「コンセプトから量産まで」というアプローチを採用し、当初から
システム要件、　シミュレーション、制御戦略、およびターゲットを絞ったテストを連携させました。

その結果、過酷な地形での性能を損なうことなく、都市部のストップ・アンド・ゴー状況でも効率性を発
揮するスケーラブルな駆動コンセプトが実現し、量産へのリスク低減ルートも同時に確立されました。

KlikA

KlikAプロジェクトは、FEVが初期のアイデアを、公道走行可能で商業的に成
立する製品へとどのように変貌させるかを示しています。その目標は、卓越
した機動性を備えた超軽量電動スクータを開発することでした。FEVは、ワ
ンクリックで自動折り畳み可能な機構と、安定した滑らかな乗り心地を実現
するカーボンファイバー製フレックスサスペンションという、2つの特許取得
済み革新技術を開発しました。 チームはプロトタイプを設計・製作し、耐久
性試験を実施した上で、ドイツの「Elektrokleinstfahrzeuge Verordnung（超
小型電動車両規則）」に基づく型式認定を取得し、20台からなるデモ用車両
群を構築しました。このデモ用車両群は、IAA Mobility 2023で公開されまし
た。ドイツの自動車部品サプライヤーへの技術移転と商品化が成功したこ
とは、エンジニアリングとビジネス戦略の統合が、いかにしてコンセプトを市
場の現実へと変えるかを如実に示しています。

イメージ出典:  BRAUNWAGNER
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なぜ自動車エンジニアリングにおけるAI
導入は、世間の見出しほど急速ではないの
か――そして、エンジニアが実際にAIを使
いこなせるようになったとき何が起きるのか

R&Dフロアは、最初のエンジニアが到着する頃でもまだ静
かです。 画面が立ち上がり、コーヒーマシンが音を立て始
める中、主任エンジニアの一人はシミュレーション環境で
はなくダッシュボードを開きます。 夜のあいだに、3つのAIエ
ージェントが彼女のバックログを処理していました。 それら
は、新しい規制要件に照らしてサプライヤーデータを確認
し、熱モデルの不安定なパラメータ組み合わせをスキャン
し、正午のレビューに向けたメモを下書きしていました。

 彼女は問いを設定し、制約条件を定め、すべての結果を確
認します。 彼女は、シミュレーションやテスト、キャリブレー
ションと同じ厳密さでAIをオーケストレーションできるエン
ジニアです。 この能力は現在のところ限られた領域にしか
存在していませんが、多くのエンジニアリング組織が目指し
ている姿を示しています。

業界全体を見渡すと、ほとんどのAIプログラムは印象的な
パイロットプロジェクトから始まります。あるユースケース
で実際の生産性向上が示され、ビジネスケースが検証さ
れ、スケールアップが承認されます。しかし、作業が管理さ
れた環境から日常のエンジニアリング業務へと移行する
と、進捗は鈍化します。「可能」なことと「現実的」なこととの
間のギャップが明らかになるのです。

ボトルネックは組織的な問題だけで 
はない

組織による導入の遅れを非難するのは簡単かもしれませ
んが、それだけでは全容を説明できません。基盤モデルは
急速に進化しており、OpenAIの最新のベンチマークでは、
機械工学および産業工学のタスクにおいて、人間に近い専
門家レベルのパフォーマンスを示されています（次ページ
のグラフを参照）。このベンチマークでは、複数のトップクラ
スのAIモデルと人間の専門家に、CADモデルの作成などの
プロジェクトを課し、その後、専門家が結果を並べて評価
しました。 ソフトウェア工学の分野では、AIはすでに人間の
エキスパートを上回るパフォーマンスを示しており、勝率は
86％に達しています。機械工学の分野では、AIの勝率は44
％と、その差を縮めつつあります。とはいえ、現在のモデル
では、すべてのエンジニアリング・ワークフローを一貫して
処理することはできません。データは依然として分散してお
り、ツールの統一性が欠如している上に、検証やトレーサビ
リティに関する要件も分野によって大きく異なります。

自動車工学では、さらに複雑さが増します。熱的制約が電
気設計を左右し、規制がアーキテクチャの決定に影響を与
えます。こうした文脈の多くは、異なるツールや形式に分散
しています。エージェントはこれらの領域間の連携を支援
できますが、根本的な構造的な断片化を解決したり、人間
の慎重なレビューなしに曖昧なデータを解釈したりするこ
とはできません。 

要するに、モデルは完成に近づきつつあるものの、ワークフ
ローはあらゆる場面でまだ準備が整っているわけではあ
りません。

#1
ギャップの内側： 
自動車エンジニアリングがAI導入に
苦戦する理由
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次なる能力：エンジニア自身がマイクロ　
オートメーションを構築する時代

モデルの能力が高まるにつれ、ある限界が明らかになって
きました。それは、中央のAI専門チームだけでは、エンジニ
アが日々活用する数百もの細かな業務自動化（マイクロオ
ートメーション）を作り切れないということです。こうした業
務は数が膨大であり、しかも夫々が特定の業務や文脈に深
く依存しています。そのため、スケーラブルな解決策は、エ
ンジニア自身がローコードプラットフォームを活用してシン
プルなエージェントを構築できるようにすることです。ツー
ル同士を連携させ、前提条件を検証し、データフローを設
計していくのです。

多くのエンジニアは、すでにこれを行うのに十分な技術的
直感を持っています。彼らは毎日、スクリプトを作成し、モデ
ルを構築し、ツールを設定しています。主な障壁は能力で
はなく、最初の慣性の壁です。一度最初の一歩を踏み出せ
ば、AIは教師となります。エンジニアはエージェントを使っ
て、自身のエージェントを改良し、ロジックをデバッグし、指
示を再構築し、安全策を追加します。ある種の再帰的な自
己改善が生まれます。反復を重ねるごとに、自信と能力が
高まっていくのです。

 このダイナミズムこそが、分散型AIの導入を現実的なもの
にしているのです。

導入を現実のものとする実地実験

2025年、FEVコンサルティングはこの課題を社内で検証し
ました。単にAIのための小規模な専門家ハブを構築するの
ではなく、当社は「もし……したらどうなるか」というシンプ
ルな問いを軸に実験を設計しました。誰もが自らAIエージ
ェントを構築し、評価し、改善することを学ぶのでしょうか？

この構成は意図的なものでした。最初の6週間、各コンサル
タントはMicrosoft Copilotで独自にエージェントを構築し
ました。共有例もグループセッションもありませんでした。
単独で作業することで、アーリーアダプターへの依存を減
らし、真の関与を強制したのです。

第1フェーズ終了後、各エージェントに対して詳細な個別フ
ィードバックが行われました。これにより、参加者は、部分
的な入力やノイズの多い入力であってもエージェントが一
貫した動作をするよう、出力を検証し、安全策を実装し、指
示を体系化する方法を知ることができました。品質と信頼
は、同じペースで築き上げられていきました。

第2フェーズでは、焦点は共同作業へと移行しました。参加
者はペアを組んで、互いのエージェントを評価し、最適な
設計要素を統合し、改良版を開発しました。これらのエー
ジェントは、著しいパフォーマンスの向上を示しました。さら
に、このアプローチは、共同実験と共有学習の文化を促進
しました。

»このエージェント・ハッカソンを通じて、私たちは 
『AIを待つ』状態から『AIと共に構築する』状態へと移行さ

せました。自分でマイクロオートメーションを作成できるよ
うになった瞬間、導入が進むのです«

文責
アレクサンダー・ナセ
nase@fev.com
ヨハネス・ジュエブ
jeub_j@fev.com

最終的には、いくつかのエージェントは現場で日常的に活
用されるツールとなりました。さらに重要なことに、チーム
全体が、小規模な自動化システムを自ら構築する自信を身
につけました。これは、現在エンジニアリング組織が大規
模に必要としているのと同じ能力です

これらすべての根底には、この課題をはるかに超えて適用
される原則がありました。FEVコンサルティングが関わるあ
らゆるエンジニアリングの文脈において、自社のコンサルテ
ィング業務を含め、結果を所有するのはAIではなく人間で
す。あらゆる出力には、専門家による検証と意図的な承認
が必要です。AIは分析を加速させますが、責任が移ること
は決してありません。

AIはすでにソフトウェア開発において人間を上回る性能を発揮しており、
エンジニアリング業務においては、ほぼ人間並みのパフォーマンスを発揮している

AIのヒューマン専門家に対する勝率（%） トップAIモデル

ソフトウェア開発者 82% GPT

Pプロジェクト管理の専門家 64%

産業エンジニア 44%

機械エンジニア 44%

出展：OpenAI、GDPeval、2026年3月付

50% = 同等のパフォーマンス

今日の業界の状況
 
すでにいくつかのOEMでは、エンジニアがローコードによ
る自動化を構築できるようになりつつあります。その導入
の進度は各社で異なります。新しいAI機能が登場すると、導
入のペースは加速します。ツールチェーンの連携も深まって
います。エンジニアたちは、エージェントをどこで活用すべ
きか、どこでその限界に挑戦すべきかを理解しています。こ
れらはまだ業界全体に広がる兆しではありませんが、重要
な変化の始まりを示しています。

ほとんどの組織では、その進展は緩やかです。データの整
備状況はまちまちです。統合は依然として困難です。安全性
とコンプライアンスには厳格な人間による監督が必要であ
り、エンジニアリング文化は慎重に進化しています。つまり、
本来、そうあるべきなのです。

それでも、その方向性はますます明確になってきていま
す。AIがエンジニアに取って代わることはありません。しか
し、小規模なAIツールを統括し構築できるエンジニアこそ
が、開発組織の働き方を形作っていくでしょう。

「勢い」が加速する直前の瞬間

研究開発オフィスに戻ると、エンジニアは一晩中稼働して
いたダッシュボードを閉じます。彼女が目にするエージェン
トの出力はすべて追跡可能であり、レビュー済みです。最終
的な責任は依然として彼女にあるため、すべての推奨事項
が精査されています。

このワークフローはまだどこでも導入されているわけでは
ありません。これには、データの成熟度、統合、安全対策、そ
してエンジニアリングの規律に基づいてAIの出力を評価で
きるよう訓練された人材が必要です。しかし、実践的な能力
に早期から投資している組織では、このワークフローが徐
々に現れ始めています。

技術の進化は急速に進んでいます。今問われているのは、
エンジニアリングチームがそのペースについていけるだけ
の体制が整っているかどうかなのです。
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ヒューマノイドロボットのリー
ダーOEMメーカーへの支援か
ら得られた知見

ヒューマノイドロボットは、人目を引く研究
開発用プロトタイプから、実用性の高い産
業用ツールへと急速に進化しています。そ
の勢いを後押ししているのは、構造的な労
働力不足、技術の進歩、そして人間向けに
設計された空間で柔軟に動作できる自動
化へのニーズです。しかし、有望なコンセプ
トから実用的な製品への移行は、世間の注
目が示唆する以上に困難を伴います。 FEV
は、主要なヒューマノイドロボットメーカー
やサプライヤーとの緊密な連携を通じて、
この新興分野において真の進歩を可能に
するファクターと、依然として残る極めて重
要な技術的課題について、明確かつデータ
に基づいた見解を得るに至りました。

転換点を迎えるテクノロジー

ヒューマノイドロボットの世界的な開発状況は急速に拡大しています。現
在、数十社のOEMが、既存の産業施設内で人間のような作業を行うことを
目的としたプラットフォームに投資しています。その基本的な価値提案は説
得力があります。すなわち、ヒューマノイドは、大規模なインフラ変更を必要
とせずに、手作業のワークフローに統合できる汎用性の高い機械だからで
す。この投資の勢いは、物流や製造業界全体で多額の調達資金を呼び込
み、パイロットプログラムを加速させています。しかし、このような熱狂的状
況を目の当たりにする一方、CTOやエンジニアリングのリーダーたちは一
貫してより根本的な問いに焦点を当て続けています。つまり、「ヒューマノイ
ドロボットは、実際の環境下で、現実の制約条件のもと、産業導入を正当
化するコストで、測定可能な価値を提供できるのでしょうか？」と。

産業化こそが真の難関だ

私たちがヒューマノイド領域全体で行っている各種のコンサルティング活
動を通じて、プロトタイプから量産へと進む現実的な道筋を形づくる共通
の課題が見えてきます。まず第一に、技術の成熟度には大きなばらつきが
あるということです。これは、先進的なプラットフォーム同士であっても同様
です。 アクチュエーターやエンドエフェクターの構造、関節設計、バッテリー
システム、センサー群、コンピュート基盤はそれぞれ大きく異なり、その違い
はロボットの重量、耐久性、効率、安全性に深い影響を及ぼします。一見す
ると小さな設計上の選択でも、ロボットが連続稼働し、変化する環境と相
互作用し、厳しい人間工学やサイクルタイムの要件を満たさなければなら
ない場面では、大きな制約となって表面化することがあります。

第二に、ユースケースの選定が極めて重要です。倉庫業務や自動車産業の
バリューチェーンに関する詳細なベンチマーク分析によると、現在のヒュー
マノイドの能力から有意義な恩恵を受けられるのは、特定のタスクのサブ
セットに限られています。この決定的な要因は、ロボットの理論上の能力で
はなく、サイクルタイム、タスクの変動性、統合にかかる労力、および作業者
に従来かかっていた人間工学的負荷といった測定可能なパラメータです。
多くのタスクでは、依然としてより単純で、確立された自動化の方が適して
います。適切なユースケースを早期に特定することで、開発過程におけるコ
スト・オーバーランを未然に防ぐことができます。

第三に、コスト面のプレッシャーが更に複雑さを増しています。OEM各社は
量産に至るずっと前の段階から、連続する施策過程を通じてシステムコス
トを削減しなければなりません。競争力のある単位当たりの経済性を実
現するには、設計の簡素化、モジュール化、及び、「内製／外注」戦略につい
て、早い段階で決定を下す必要があります。体系的なコスト削減ロードマッ
プがなければ、性能目標と生産の実現可能性との間のギャップは急速に
拡大してしまいます。 最後に、サプライチェーンの成熟度には依然としてば
らつきが見られます。

#2
ヒューマノイドロボット：
生産現場の新たな戦力

転換点を迎えるテクノロジー

|	 19

[ ヒューマノイドロボット ]



リーディングOEMが優れているもう一つの
分野は、ユースケースに関する厳格な優先
順位付けです。倉庫業務や自動車業界の
ワークフローにおいて、定量的なサイクル
タイム、作業のばらつき、人間工学的負荷、
及び統合要件の分析により、OEM各社はす
でに、ヒューマノイドが人的労働や他の自
動化ソリューションより優れた性能を発揮
できるユースケースを特定できるようにな
っています。現実的なユースケースのポー
トフォリオがあれば、チームはエンジニアリ
ングリソースを、商業的および運用上の関
連性が最も高い機能に集中させることが
できます。

コストエンジニアリングも、開発全体を通
じて決定的な役割を果たします。 複数の
設計反復にわたってコストを分析すること
で、OEMは製造性、サブシステムごとの費
用配分、そして設計を簡素化できる余地に
ついて透明性を得ることができます。初期
のエンジニアリングサイクルにコストの観
点を直接組み込むOEMは、より迅速に前進
し、より確実で安定した成果を達成します。

サプライヤー600社を既に精査

最後に、先を見越したサプライチェーン管
理が重要な推進要因として浮かび上がり
ました。600社以上のサプライヤーを審査し
た結果、部品の準備状況やリスクの程度が
どれほど多様であるかが明らかになりまし
た。サプライチェーンの安定性に早期に対
処するOEMは、後の混乱を回避し、生産量
の拡大に向けた移行過程においても優位
性を維持できると考えられます。

»トレーニング、ハードウェア、ユニットエコノミクスが整合
し、堅牢なモデル、信頼性の高いセンサーとアクチュエー
ター、そしてコスト構造の明確なサプライチェーンが揃っ
たとき、ヒューマノイドは本格的にスケールします«

「誰が次の自動化の波をリードするか」を決めるの
はエンジニアリング

ヒューマノイドロボットは、産業オートメーションの領域において、意
味のある存在になりつつあります。 その将来の成功は、大胆な約束よ
りも、厳密で統合されたエンジニアリングに左右されます。 
 
システムレベルの設計、製造性、堅牢なサプライチェーン、    そして明
確に検証されたユースケースを組み合わせたプラットフォームこそ
が、今後10年のイノベーションを形づくることになります。 
 
FEVの経験は、構造化されたアプローチと部門横断的な協働が あれ
ば、プロトタイプから量産への道のりは管理可能となり、将来のオー
トメーションをリードしようとするOEMにとって   戦略的な価値をもた
らすことを示しています。

高トルクアクチュエータからバッテリーパッ
ク、センサーアレイに至るまで、生産能力、リー

ドタイム、品質の安定性にばらつきのあるサプライ
ヤーに依存しています。OEM各社が生産規模を拡大し

始めると、サプライチェーンのリスクが開発の遅延やコ
スト増につながる可能性が広がるため、早期のリスク軽

減が不可欠となります。

我々が主要OEMとの協業から学んだこと

こうした業界全体の課題は解決可能であり、私たちの経験
から、成功しているOEMがどこに注力しているかが明らか
になっています。 繰り返し見られる成功要因のひとつは、体
系的なベンチマーキングによって明確性　　を確立するこ

とです。

30社以上のOEMを調査し、製品の成熟度、戦略的なポ
ジショニング、チーム構造を分析することで、FEV Consultingはクライアン
トが自社の競争上の立ち位置を現実的に把握し、リーディングプラットフォ
ームを差別化するエンジニアリング上および組織上の選択肢を特定する
支援を行いました。

2つ目の教訓は、システムレベルのエンジニアリングに焦点を当てたもので
す。アクチュエータ、関節、バッテリーシステムを詳細に評価した結果、個々
のコンポーネントを単独で最適化することはできないことが明らかになり
ました。ギアセット、関節のレイアウト、バッテリーの化学組成、充電戦略に
関する選択は互いに影響し合い、効率、重量、制御性、安全性、コストを形
作ります。最も堅牢なプラットフォームは、コンポーネントの漸進的な改善
に頼るのではなく、     ロボットのアーキテクチャ全体を包括的に捉えて設
計されています。

ヒューマノイドロボットOEMの成功要因

テクノロジー 
に関する知識

市場 ネットワーク ユースケース サプライチェーン

文責
ベンジャミン・ノブロック
knobloch@fev.com
ハーゲン・ウェグナー 
wegner_h@fev.com
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FEVコンサルティングは長年にわたり、エネルギー・バリュ
ーチェーン全般にわたるクライアントを支援してきました。
当社のチームは、石油・ガス企業や機器OEMメーカーか
ら、投資家、自治体、   インフラ開発業者に至るまで、幅広
いステークホルダーと連携しています。データセンターが
ますます重要になる中、この経験は極めて重要な意味を
持ちます。

データセンターは急速な拡大期に入っています。世界の総
容量は、2025年の約52 GWから2030年までに200 GW近く
まで増加すると予想されており、市場規模も約520億ドル

から約2兆ドルへと拡大すると見込まれています。しかし、
その成長は、地域ごとの電力供給状況によってますま

す制約を受けるようになっています。この能力こそ
が、今後10年間のデジタル化において決定的

な制約要因となりつつあります。

AI、ハイパフォーマンス・コンピューティン
グ、クラウドのハイパースケーリングが需
要を急激に押し上げています。現在、多く
の開発者は、送電網への接続がプロジ
ェクト上のニーズよりも平均で約2年遅

れる事態に直面しており、その結果、重要
なプロジェクトでさえ、数メガワットの電

力不足により停止を余儀なくされていま
す。事業者にとっては,「市場投入までの時間

（Time-to-Market）」 は「電力供給までの時間
（Time-to-Power）」へと変わりつつあり、希少

な電力を最も迅速に価値へと転換できる者に優位
性が移りつつあります。

同時に、データセンター内部のエネルギーアーキテクチャ
も独自の変革を遂げつつあります。発電機、再生可能エネ
ルギーの統合、燃料電池、バッテリー貯蔵、ハイブリッド・マ
イクログリッド、先進的な熱システム、そして廃熱回収――
これらすべてが相互依存するエコシステムとして機能する
ことが必要とされます。電力変換の変化は冷却需要に波及
します。蓄電方式の選択は稼働時間戦略を形作り、廃熱処
理の義務は熱設計を一新させます。

計算密度の上昇は、こうした影響を更に増幅します。 変換
や補機類で失われる1ワット毎のエネルギーはすべて熱と
なり、その熱を除去する必要が生じるため、計算に利用で
きる電力が減ってしまいます。

エネルギー効率は、いまやミッションクリティカルな要素に
なっています。 最も効果的なデータセンターとは、設備全
体の非効率に電力を奪われるのではなく、可能な限り多く
の能力を計算処理に振り向けることができる施設です。

こうした複雑さを管理するには、厳格なエンジニアリング
とシステムレベルの明快な理解が必要です。これらは、FEV
が発電・送電、電力変換、熱システム、脱炭素化の各分野で
培ってきた強みです。これらの手法は、データセンターにお
けるマルチテクノロジー・エネルギーシステムに直接応用
されます。

この基盤によって、データセンター事業者は効率、レジリ
エンス、そして「最速で電力を確保するための道筋」につい
て、より迅速かつ的確な判断ができるようになります。 ま
た、ACおよびDCの電力サプライチェーンにおける新たな
機会を模索するサプライヤーにとっても支援となり、信頼
できる指針が不足しがちな領域で重要な役割を果たして
います。

2025 2030

US$2 兆㌦US$520 十億㌦

52
GW

200
GW

世界のデータセンターのキャパシティ

#3 データセンター： 
電力制約下における、AI主導のデジ
タル未来に向けた指針
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   データセンター向けスマートエネルギーソリューション

設計と建設：構想をメガワットに変える

優れたコンセプトには、規律ある実行が不可欠です。FEV
は、サプライヤーの評価、技術仕様策定、およびベンダーや
EPCパートナー間のインターフェース調整を支援し、実稼
働時のパフォーマンスがモデル化された仮定と一致するよ
う保証します。並行して、発電開始までの時間が主要な価
値ドライバーとなる場合、調達および納入戦略（例：ベンダ
ーの候補リスト作成、デュアルソーシング／現地調達オプ
ション、契約アプローチ）を提案し、スケジュール上のリスク
を低減します。

運用：最大演算能力に向けた継続的な 
最適化

運用中のエネルギーシステムは、常に動的に振る舞いま
す。 FEVは、　事業者が効率をモニタリングし、性能ギャッ
プの根本原因を特定し、　マイクログリッドや蓄電システム
のディスパッチを最適化できるよう　支援します。 これによ
り、稼働率を維持しつつ補機類による消費を減らし、より多
くの電力を計算処理に振り向けられるようになります。

また、レジリエンスとコスト／炭素排出のトレードオフ、サス
テナビリティ報告の準備状況、ステークホルダーとのコミュ
ニケーションなど、サイトの拡張可能性を守るための運用
モデルの選択についても支援しています。

廃止措置と再電源化（リパワリング）

設備のライフエンド計画は、戦略的なテーマになりつつあ
ります。 FEVは、既存インフラから価値を引き出すためのリ
サイクルコンセプト、再電源化（リパワリング）戦略、ブラウ
ンフィールドのアップグレード経路を策定します。 これら
は、ゼロから新しいサイトを構築するよりも、しばしば迅速
に価値を生み出すことができます。

電力ボトルネックを解消するためには、発電、蓄電、熱マネ
ジメント、制御をまたぐ協調的なアーキテクチャが必要に
なります。 更に、タイムライン、経済性、スケーラビリティを
明確に把握することも欠かせません。FEVはエネルギー・バ
リューチェーン全体のパートナーを支援し、技術的な判断
と戦略的な判断が　交差する領域において必要な明確性
を提供しています。

パートナー及びOEMのイノベーション 

データセンターの性能は、電力サプライチェーン全体にお
ける各コンポーネントの効率によって、ますます左右される
ようになっています。 FEVは、グリッドからチップまでの電力
フローのモデリング、損失の定量化、アーキテクチャのロー
ドマップ策定を通じてOEMを支援し、効率の1ポイントごと
が計算能力にどのような価値をもたらすかを明確にして
います。また、ポートフォリオ戦略や市場参入の判断――何
を最初に工業化すべきか、どの顧客をターゲットにすべき
か、そして電力制約のある地域で採用を加速するために

どのパートナーシップが有効か――についても支援して
います。

計画：戦略的なエネルギー  
基盤の構築

早い段階での計画によって、電力がどれ
だけ迅速に利用可能にな長期的にどれ
ほど効率的に利用できるかが決まりま

す。FEVは需要プロファイル、設備容量の
設計コンセプト、及びTCOモデルを構築

し、ユーティリティ供給、、オンサイト発電、
蓄電池、及び、マイクログリッドに関して、電

力会社とのバランスを取りながら、電力供給
までの最短ルートとなる戦略を策定します。我

々は、投資の無駄を招くことなく、より早期に発電能
力を稼働させるための現実的な「電力供給への橋渡し」

の道筋（段階的導入、一時的な措置と恒久的な装備の識
別、および許認可・契約上の影響）を定義し、投資の
無駄を生じさせることなく、より早期に発電容量を稼
働させることを目指します。FEVの発電機セット分野
における取り組みは、この重点方針を補完するもの
です。当社は、電力会社のスケジュールが遅延した場
合に、事業者が迅速な導入とオンサイト発電を追求
できるよう、メーカーがデータセンターの要件（需要、
規模設定、ハイブリッド統合）を理解し、天然ガス発電
ユニットの需給動向を評価できるよう支援します。

良い意思決定を導くエンジニア    
リングの知見

設備のライフエンド計画は、戦略的なテーマになりつつあ
ります。 FEVは、既存インフラから価値を引き出すためのリ
サイクルコンセプト、再電源化（リパワリング）戦略、ブラウ
ンフィールドのアップグレード経路を策定します。 これら
は、ゼロから新しいサイトを構築するよりも、しばしば迅速
に価値を生み出すことができます。
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ダニエル・ヌイマン 
neumann_da@fev.com
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この業界は今後も成長を続けるでしょう。しかし、そのペー
スはますます電力の供給可能性によって左右されるように
なります。エネルギーを外部の制約ではなく戦略的資産と
して捉える事業者は、より迅速に規模を拡大し、より効率的
に運営し、持続可能性の要件に適応していくでしょう。統合
されたエンジニアリングとバリューチェーン全体を見渡す
視点があれば、電力ギャップを埋めることが可能です。
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状況： 
変化に特徴づけられるパワートレイン 
の展望

世界的に見て、電動化は加速し続けていますが、その進展
は直線的ではありません。バッテリー技術は急速に進歩
し、水素ソリューションは特定のユースケースにおいて成熟
しつつあり、ハイブリッドパワートレインは多くの市場で依
然として不可欠です。

同時に、新しい車両コンセプト、激化する世界的な競争、開
発サイクルの短縮により、将来のパワートレインアーキテク
チャや技術戦略について、早期に大きな影響力を持つ意思
決定を行うよう、組織への圧力が強まっています。

課題： 
複雑化の進行と許容誤差の縮小

こうした状況により、OEM各社はかつてないほど厳しい制
約の下で事業を展開せざるを得なくなっています。アーキ
テクチャは、中核となる用途においてコスト効率と高性能
を維持しつつ、柔軟性を保ち、複数のエネルギー源に対応
し、ライフサイクル半ばでのアップグレードを可能にするも
のでなければなりません。バッテリーの選択は、コスト構造
やサプライチェーンのレジリエンスに大きな影響を及ぼし
ます。水素技術には可能性がありますが、リスク、ユースケ
ースへの適合性、エコシステムの成熟度について慎重な評
価が必要です。

パワートレインの決定がこれほど重大な意味を持つことは　 
かつてありませんでした。電動化、水素、ハイブリッドへの巨額の
投資、急速なコスト圧力、開発サイクルの短縮、そして世界市場
における不確実性の高まりが相まって、アーキテクチャの決定を
再構築する要因となっています。FEVコンサルティングは、深い技
術的知見に裏打ちされた戦略的な明確さをもって、OEMやサプ
ライヤーがこの複雑な状況を乗り切るための支援を行います。

同時に、X-in-1電気駆動ユニットから専用ハイブリッドコン
セプト、燃料非依存型エンジンに至る次世代パワートレイ
ンの統合には、開発の初期段階から厳格なシステムレベ
ルの思考が求められます。コンセプト段階で下された決定
が車両の性能とコストの大部分を決定づけ、後になって誤
りを修正することは、多くの場合、困難かつ多額の費用を
要します。

その結果、戦略的なジレンマが生じます。すなわち、技術、
市場、規制が流動的な状況下で、組織は長期的なパワー
トレインのロードマップを策定しなければならないので
す。CTOや戦略リーダーにとっての課題は、選択肢の不足で
はなく、増大する相互依存関係を管理することにあります。

解決策： 
深い技術的知見に裏打ちされた 
戦略的明確性

ここで、FEVコンサルティングのパワートレインシステムサー
ビスが決定的な価値を提供します。当チームは、戦略的ア
ドバイザリーと、数十年にわたるパワートレイン開発の実
績に裏打ちされた技術的実現可能性に関する専門知識を
組み合わせることで、クライアントが自信を持ってパワート
レインに関する意思決定を行えるよう支援します。

#4  
不確実性の時代における戦略的な
パワートレインの意思決定
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システムレベルの戦略とアーキテクチャ 
の定義
FEVコンサルティングは、将来のプラットフォームおよびパワ
ートレインシステムの枠組みを明確化するお手伝いをしま
す。これには、モジュール性、　マルチエネルギー対応性、
効率のトレードオフ、　およびさまざまな推進構成のコス
トパフォーマンスのバランス評価が含まれます。当チームの
アプローチにより、アーキテクチャは将来を見据えたもの
であると同時に、実装準備が整ったものとなることが保証
されます。

技術インテリジェンスによる投資判断の 
指針

当チームの知見は、ベンチマークデータや試験インフラへ
の独自のアクセス、そしてFEVグループの豊富なエンジニア
リング実績に基づいています。これにより、クライアントは
次世代バッテリー化学からeAxleコンセプト、水素ソリュー
ションに至るまで、新興技術についてより深い洞察を得る
ことができ、仮定ではなく証拠に基づいた戦略的な選択が
可能になります。

FEVコンサルティングが独自に開発し、業界で実績のあ
る「Vehicle Performance Strategy（VPS）」や「FEV 720° 
Battery Review」といったツールは、性能、コスト、エネルギ
ー消費量にわたる迅速なシナリオ分析を支援します。これ
らのツールにより、技術的 

組み合わせを体系的に評価し、クライアントが最適化され
たソリューションを特定し、開発の初期段階で　リスクを
軽減できるよう支援します。

戦略から実行まで：エンドツーエンドのパ
ワートレイン・ロードマップ

FEVコンサルティングは、戦略的な目標と技術的な現実と
のギャップを埋めます。ビジネス戦略と深いエンジニアリン
グの専門知識を組み合わせることで、バッテリーやハイブリ
ッドアーキテクチャなど、パワートレインに関するあらゆる
意思決定が水素のユースケースやEDUのコスト最適化と
いった提案は、先見性があるだけでなく、技術的にも実現
可能であり、経済的にも堅実なものです。

FEVコンサルティングのパワートレイン・システム・サービス
は、製品ライフサイクル全体を通じてクライアントを支援し
ます。初期のポートフォリオ戦略やコンセプト定義から、デ
ザイン・トゥ・　バリュー、サプライヤーのデューデリジェン
ス、事業化計画、発売管理に至るまで、高レベルの目標を
実行可能かつ測定可能な成果へと変換されます。このア
プローチの強みは、これらの要素を1つの首尾一貫し
たアドバイザリー・フレームワークに統合し、初期の戦
略的決定   が一貫して成功裏な実行につながること
を保証することにあります。

» 推進技術の未来は、単一の解に依
存するのではなく、複数の技術を組み
合わせたポートフォリオによって支え

られることになります。 «
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事例:
 
非道路用、ネイティブ電動機械 
オフロード機械は、従来、内燃機関の制約に基づいて設計
されてきました。対して、電気駆動システムは、必要なスペ
ースが異なり、エネルギーの回生や複数の電源の統合が可
能であるため、単純な改造ではなく、根本的に新しい機械
アーキテクチャを必要とします。

現在、バッテリー式電気ショベル、ホイールローダー、トラク
ターの多くは依然として従来思想を元にした改造設計によ
るものですが、純電気設計のアプローチを採用することで、
大きなメリットが得られます。最近のプロジェクトでは、複
数の機種およびサイズクラスにわたって、機械本体とパワー
トレインのコンセプトを同時に開発し、その結果、独自の車
両アーキテクチャとモジュール式のパワートレインプラット
フォームが実現しました。電気モーターやバッテリーセルな
どの標準化された要素を、各機種固有のレイアウトと組み
合わせました。

生産台数は少ないものの、このアプローチにより航続距
離、性能、および総所有コストが大幅に改善されました。ま
た、このアーキテクチャはREEV（レンジエクステンダー式電
気自動車）の統合にも対応できるよう設計されています。全
体として、ネイティブ設計により航続距離と稼働時間が50
％以上延長され、電動モーターのバリエーションが50％削
減され、バッテリーコストが30％低減されました。これは、
早期のシステムレベルでのアーキテクチャ決定がもたらす
影響を如実に示しています。

REEV（レンジエクステンダー式電気自動車）の　　　 
エンジン統合 
バッテリー式電気自動車（BEV）の普及状況は地域によって
大きく異なり、規制やインフラの影響により、一部の市場で
は依然として不透明な状況が続いています。その結果、自
動車メーカー各社は、専用のBEVプラットフォームをどのよ
うにして他のパワートレインオプションにも開放できるかを
再検討しています。

 こうした背景のもと、FEVは専用BEVプラットフォームをベ
ースとしたREEV（航続距離延長型電気自動車）エンジンコ
ンセプトの開発を任されました。中心的な課題は、BEV派
生モデルへの影響を最小限に抑えつつ、機械、熱、電気、制
御、NVHの各領域にわたって内燃機関をシステムレベルで
統合することでした。実現可能なコンセプトを確立するに
は、FEVコンサルティングとFEVエンジニアリングの緊密な
連携が必要でした。

 当初から車両およびパワートレインのアーキテクチャを共
同で検討した結果、完成したプラットフォームはBEVと同様
の走行特性を維持しつつ、航続距離の延長、稼働時間の向
上、および総所有コストの削減を実現しました。この事例
は、不確実な市場環境下において、早期のシステムレベル
でのREEV統合がいかにして電気自動車プラットフォームの
将来性を確保できるかを示しています。

航続距離の向上

パ
ワ

ー
ト

レ
イ

ン
の

コ
ス

ト

最適化曲線
バッテリー

最適化曲線
インバーター

最適化曲線
車両

パレート最適化
曲線

各点は、技術の組み合わせと、それらが 
コスト、エネルギー消費、およびその他 

の機能基準に与える影響を表しています

FEV　VPSツールに基づくBEV航続距離の最適化

[ 戦略的なパワートレインの意思決定 ]
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FEVの「CycleBat」ツールは、その受賞歴と
共に急速に変化する業界の未来を垣間見
せてくれる

バッテリーリサイクルは、単なる流行語から、欧州の産業
アジェンダにおける戦略的柱へと変貌を遂げました。こ
れは、「モビリティの脱炭素化」と「輸入原材料への依存
低減」という2つの中心的な目標を支えるものです。しか
し、上流のバッテリー・バリューチェーンにおける急速な
進展、脱炭素化と持続可能性に関する規制目標の変化、
そしてますます複雑化する地政学的動向に業界が直面し
ていることから、これらの目標達成への道のりは決して平
坦なものではありません。 バリューチェーンを形成する企
業各社は、基盤となる市場がまだ形成途上にある中で、
リスクの高い投資判断を下さなければなりません。

このため、信頼性の高い長期的な指針が切望とされた。
移行の初期段階において、リサイクル業者、自動車メー
カー、投資家等が、同様の問題を抱えてFEVコンサルティ
ングに相談を持ちかけました。リサイクルの戦略的重要
性は疑いようがなかったものの、業界には、デザインの選
択、生産能力計画、プロセスの選定、資本配分を支援する
ための、透明性が高くデータに基づく予測が欠如してお
り、それらの妥当性を裏付けるものがありませんでした。
市場規模は不透明で、プロセスのルートによってコストや
成熟度に大きな差がある一方、く必要な投資額と規模は
極めて大きく、多くの関係者は、確約することに躊躇して
いました。

業界の動向に対する深い洞察、市場および技術予測のた
めの堅実な手法、そして市場、エコシステム、規制の枠組
みに対する徹底した理解を兼ね備えたFEVコンサルティ
ングは、このギャップを埋めるのに最適な立場にありまし
た。一連のプロジェクトを通じて、チームは業界が直面し
ていた計画上の不確実性に対処するための体系的なソリ
ューション、すなわち「FEV CycleBat」モデルスイートを開
発しました。

#5 
バッテリー・リサイクリング：
サーキュラー設計の力で
循環型社会の実現を齎す

[ バッテリーリサイクリング　受賞 ]
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これらのモデルを組み合わせることで、業界の将来像を
垣間見ることができ、今日下される戦略や技術に関する
重要な意思決定を支援します。

このアプローチが成熟するにつれ、FEVコンサルティング
は主要な国際会議でその研究成果を発表するようにな
りました。 「The Battery Show」、国際バッテリーリサイ
クル会議（ICBR）、FISITA世界会議、アーヘン・コロキウ
ムなどのイベントへの参加により、同社の認知度とネッ
トワークは拡大しました。2024年、CycleBatは「Springer 
Sustainability Award in Automotive」を受賞し、明確な
方向性を模索する業界において、その重要性がクローズ
アップされました。

現在、CycleBatはお客様とのプロジェクトに幅広く組み
込まれています。市場参入の評価、パートナーシップ戦
略、技術比較、長期的な投資判断を支援しており、FEVエ
ンジニアリングチームのツールチェーンに完全に統合さ
れ、次世代バッテリーの設計判断に情報を提供していま
す。このモデルにより、企業はリサイクル量が生産能力の
増強を正当化するかどうか、さまざまなプロセスのルー
ト、更には規制要件が市場設計にどのような影響を与え
るかを把握することが可能になります。

ミスが大きなコストを伴い、タイミングが重要な環境にお
いて、この透明性は計画立案に不可欠なものとなってい
ます。

CycleBatの成功により、FEVコンサルティングは隣接する
循環経済分野へと事業を拡大することができました。こ
の手法は、電気モーター、電子機器、および車両全体のリ
サイクルをモデル化するために転用されています。また、
リサイクルの経済性とバッテリーのセカンドライフ活用の
可能性を比較検討する必要があるバッテリーの寿命最適
化においても、貴重な知見を提供しています。

 

近年、持続可能性に対する世間の注目は変化しているも
のの、欧州におけるバッテリーリサイクルの戦略的重要性
は衰えていません。FEVコンサルティングは、市場情報、エ
ンジニアリングの専門知識、そして実績のあるモデリング
スイートを組み合わせ、進化し続ける循環型経済におい
て顧客が強靭な戦略を策定できるよう支援する、この分
野における信頼できるパートナーであり続けています。

文責
マーカス・ ヴォルケニング
volkening_ma@fev.com
キリアン・サグナー
sagner@fev.com

CycleBatの主なインサイト

•	 確立されたEUのリサイクル経	
	 において、2040年までに標準的	
	 なNMC電池の収益ポテンシャル 
	 は10.60 €/kWhに達すると予測	
	 しています――今日の負債を明	
	 日の資産に変える

•	 循環性を最適化した自動車用	
	 バッテリーの設計リサイクルコ	
	 ストをバッテリーパック   1つあ	
	 たり1,650ユーロ以上 削減でき	
	 る

•	 セカンドライフ電池のビジネス	
	 ケースは、最初の寿命終了時点	
	 での想定残存健康状態（SOH）	
	 に大きく依存しており、FEVは、	
	 セカンドライフ・ビジネスモデル	
	 の経済的実現可能性の欠如に	
	 より、 大半の電池が直接リサイ	
	 クルに回されると予測していま	
	 す

CycleBatは、相互に補完し合う3つのモジュールを統合し
ています：

•	 CycleBat Marketは、FEVが長年にわたり確立してきた	
	 自動車販売台数およびバッテリー技術に関する予測		
	 と、バッテリーおよび自動車の経年劣化シミュレーショ	
	 ンを組み合わせ、将来のリサイクル需要を予測します

•	 CycleBat Value Chainはボトムアップアプローチを採		
	 用し、さまざまなフローシート、プラント規模、バッテリ		
	 ー化学組成を考慮して、異なるリサイクル経路ごとのコ	
	 ストとCO2フットプリントを算出します

•	 CycleBat Designerは、セル化学組成、統合レベル、分		
	 解性といったバッテリー設計の初期段階での選択が、 
	 バッテリーの寿命終了時のリサイクル経済性にどのよ	
	 うな影響を与えるかを評価します

これらのモデルは、実際のフローシート、機械データ、コス
ト構造を統合することで、バリューチェーン全体の関係者
と緊密に連携しながら改良されたものです。プロジェクト
がより技術的な段階に入るにつれ、チームはアーヘン工
科大学（RWTH Aachen University）のプロセス冶金・金
属リサイクル研究所（IME）やフラウンホーファー組込シス
テム・通信技術研究所（IKTS）などの主要な研究機関と協
力し、革新的な湿式冶金コンセプト、膜応用技術、および
プロセスの最適化を分析しました。これらのパートナーシ
ップにより、CycleBatスイートの技術的な深みと信頼性
がともに強化されました。
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サウジアラビアは、世界で最も野心的な産業変革の一つに
取り組んでいます。「ビジョン2030」の下、同国は新産業の創
出、製造能力の向上、そして次世代モビリティ技術への大規
模な投資を通じて、経済の再構築を進めています。この取り
組みの中心となるのが、国内自動車産業の確立であり、近代
的で持続可能、かつ世界的に競争力のある産業をゼロから
築き上げるという大胆な取り組みです。
 

数十年にわたり、世界の自動車産業は欧州、アジア、北米の長年確立されたクラ
スターによって支配されてきました。 これに対しサウジアラビアは、まっさらな状
態から産業づくりを始めており、最新技術、電動化、デジタルシステム、そして国
内での価値創出を中心に産業を設計できるという稀有な機会を手にしています。

 サウジアラビアは国内プログラムを補完するために、幅広いグローバル投資戦
略を展開しています。 王国は世界中の高い成長可能性を持つ企業やセクターに
資本を投じることで、経済的なリスク分散を図り、イノベーションへのアクセスを
加速しています。

こうした国際的な取り組みは、主要市場や先端技術との結びつきを強化すると
同時に、サウジアラビア（KSA）経済の多角化を支える役割を果たしています。

 

国家的な自動車エコシステムの構築

自動車産業の創出は、単一の新型車を市場に投入することとは根本的に異なり
ます。そのためには完全なエコシステムが必要です。OEM（自動車メーカー）を構
築し、エンジニアリング能力を確立し、サプライヤーネットワークを発展させる必
要があります。これまで大規模な自動車製造基盤を持たなかった国にとって、こ
の課題は複雑かつ前例のないものです。

サウジアラビアの戦略は、その大きな志を反映しています。 段階的に発展させる
のではなく、王国は電動モビリティ向けのハイテク産業を、スケールを伴い、かつ
例外的なスピードで構築しています。

このアプローチにより、サウジアラビアは当初から次世代技術を採用することが
でき、従来の発展プロセスを飛び越える（リープフロッグする）ことが可能になり
ます。

#6
自動車大国を築く：
新たな産業を創出するサウジアラ 
ビアのビジョン

[ サウジアラビアのビジョン ]
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サプライチェーンの現地化

持続可能な自動車産業を育成する
には、物理的なインフラだけでは不
十分です。 サウジアラビアは、先進
的な車両開発を支えることのでき
る、国内のエンジニアリングおよび
デザイン人材の育成を強く重視して
います。

これらの能力を強化することで、サ
ウジアラビアは将来のOEMが自立
的にイノベーションを行い、世界水
準の品質で事業を運営できるように
します。 人材育成は、長期的な競争
力の戦略的基盤となるのです。

未来を見据えた設計

サウジアラビアにおけるビジネスチャンスの規模は並外れています。今
日、世界でも、自動車産業をゼロから構築できる機会を持つ地域はごくわ
ずかです。このユニークな出発点により、サウジアラビア王国とそのパート
ナー企業は、従来の開発手法に挑み、技術的に実現可能な限界を押し広
げると同時に、品質を損なうことなく、従来のスケジュールをはるかに上
回るスピードで技術開発を加速させることができます。

戦略的投資を通じた世界的な影響力

サウジアラビアにおけるビジネスチャンスの規模は並外れています。今
日、世界でも、自動車産業をゼロから構築できる機会を持つ地域はごく
わずかです。このユニークな出発点により、サウジアラビア王国とそのパ
ートナー企業は、従来の開発手法に挑み、技術的に実現可能な限界を押
し広げると同時に、品質を損なうことなく、従来のスケジュールをはるか
に上回るスピードで技術開発を加速させることができます。

変化をもたらすパートナーシップ

この変革の成功は、政府機関、業界リーダー、エンジニアリングパー
トナー間の緊密な連携にかかっています。戦略的ビジョンを技術的専
門知識、産業ノウハウ、そして実務的な実行力と結びつけることで、サ
ウジアラビアは野心的な目標を具体的な成果へと転換することがで
きました。FEVは、この歴史的な変革に貢献できることを誇りに思い
ます。リヤドでの存在感を高め、CEERとの協業をはじめとする強固な
パートナーシップを通じて、FEVはサウジアラビア王国が、現代的で競
争力があり、

未来志向の産業エコシステムを構築する取り組み 
を支援しています。他のパートナー各社と共に、 
サウジアラビアのビジョンのスケール、そして 
現在および将来の世代が持つ技術的可能性を反映 
した国家産業の形成を支援しています。

»FEVをはじめとするサプライヤーの皆様に、　心よ
り感謝申し上げます。皆様はCEERとの提携に向け
た覚書（MoU）に署名し、競争力のある　サプライヤ
ー・エコシステムの構築に協力して　くださっていま
す。これは、「ビジョン2030」の一環として、サウジアラ
ビアにおける自動車産業クラスターの発展を強力に
後押しするものです。«

FEV 及びFEVコンサル 
ティングの貢献分野

ソフトウェア定義モビリティ

電動化テクノロジー

車両開発

工業エンジニアリング

サプライヤーマネジメント

プログラム遂行

文責
デニス・ヘックマン  
heckmann@fev.com
カディル・イギット・イルデス  
yoldiz_k@fev.com

[ サウジアラビアのビジョン ]

ジョニー・サルダニャ 
CEER 調達・サプライチェーン
最高責任者
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#7
モビリティの未来： 
UAEの青写真

世界の多くの地域では、モビリティの未来は依
然として戦略文書やパイロットプロジェクトの
中で議論されているに過ぎません。一方、アラブ
首長国連邦では、その実現が実践の場で着実に
進められています。 

過去10年間で、同国は次世代交通技術にとって最も先進的かつ
好ましい環境の一つとして台頭してきました。自動運転や都市型
航空モビリティは、明確な国家ビジョンと、行政機関、事業者、技
術パートナー間の緊密な連携に支えられ、構想段階から実用化
へと移行しつつあります。排出量削減という全体的な目標に沿っ
て、車両の電動化も推進されています。

UAEのモビリティ革新へのアプローチは、パートナーを誘致して
早期に行動を起こそうとする姿勢が特徴です。他国で技術が完
全に成熟するのを待つのではなく、同国は新興システムを試験・
改良し、最終的には大規模に展開できる枠組みを積極的に構築
しています。これにより、複雑なモビリティのコンセプトを実際の
運用モデルへと転換できる環境が整いました。

個々の車両からモビリティシステムへ

世界の主要市場では、自動運転車に関する規制や技術基
準は、　通常、成熟した自動車エコシステムの中で策定さ
れています。　しかしUAEでは、国内に自動車メーカーや自
動運転車のOEMが存在しないにもかかわらず、当局は技
術の導入と並行してこれらの枠組みの定義に着手しまし
た。その目的は、妥協のない安全基準と運用上の信頼性を
維持しつつ、管理された形で導入を進めることにあります。

»国内にOEMエコシステムが
存在しない状況で自律走行
モビリティを構築するには、
工学的厳密性、明確に定義
された運用領域、そして測定
可能な安全目標に基づく枠
組みが必要でした。FEVグル
ープの重要な技術支援と専
門知識により、ドバイはこの
ビジョンを、実際の交通ネッ
トワークの中で自律走行モ
ビリティをスケールさせるこ
とのできる体系的なエコシ
ステムへと具現化することが
できました。«

イスマイル・ゾーディ博士 
ドバイ政府所属 
スマートモビリティ専門家
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次のステップ：都市航空モビリティ

地上では自動運転車が試験段階にある一方、空では新次元のモビリ
ティが描かれています。

都市航空モビリティは、従来のヘリコプ田尾通じてすでに存在してい
ますが、高い騒音レベル、安全上の懸念、そして運用コストが、その普
及を妨げています。電気式垂直離着陸機（eVTOL）は、これらの課題
を解決し、より効率的な新たな交通手段をもたらすことで、渋滞した
都市部の上空を迅速に移動することを可能にするでしょう。

しかし、これを実用的な交通手段とするには、先進的な航空機だけ
では不十分です。それは、バーティポートのインフラ、空域調整、乗客
の取り扱い、デジタルスケジューリングなどを包含する統合システム
に依存しています。

そのため、エンジニアリングチームはこれをシステム設計上の課題と
して捉え、シミュレーションを活用して運航、充電、乗客の流れを最適
化しています。こうした分析は、都市航空モビリティが経済的に実現
可能かつ利用しやすいものとなるために不可欠です。

砂漠気候における電化

同時に、UAEのモビリティ変革は、より広範なエネルギー転換と密接
に関連しています。ドバイの「モハメド・ビン・ラシッド・アル・マクトゥー
ム・ソーラーパーク」をはじめとする再生可能エネルギー発電への大
規模な投資が、複数のセクターにわたる大規模な電化のための条件
を整えています。

この戦略において、電動モビリティは重要な役割を果たしています。
しかし、この地域の気候は特有の技術的課題をもたらします。高温は
バッテリーの性能に影響を与え、充電効率を低下させ、特にピーク
時間帯において運行中の総エネルギー需要を増加させる可能性が
あります。

砂漠気候下における電動車両フリートの性能を検証するため、包
括的な分析が実施されました。FEV社は、エネルギー消費量、充電
行動、電力網の要件、経路特性、運転プロファイル、および交通への
影響をモデル化することで、この地域の都市における電動モビリテ
ィの長期的な影響をシミュレーションし、評価することに成功しまし
た。CO2排出量だけでなく、大気汚染、都市部における課題や、それ
に関連する社会的コストについても　勘案することで、将来のパワー
トレインの選択肢として電動化が注目を集めています。

バッテリー技術と充電インフ
ラがますます成熟し、コスト
競争力が高まるにつれ、電動
化の展開を加速させることは
経済的にも魅力的になってき
ている。このような厳しい　
環境条件下であっても、2050
年より前にネットゼロ目標を
達成できると考えています。

こうした状況において、　　 
電動化の拡大のタイミン　　
グがいつになるかが、　　　
技術そのものと同じ位、　　
重要になってきています。

包括的なモビリティ・ 
エコシステムの設計

したがって、UAEにおける現在のモビリティ関連の取り組みの多く
は、個々の技術の枠をはるかに超えたものとなっています。車両、イ
ンフラ、デジタルプラットフォーム、運用サービスが一体となって機能
する、包括的なモビリティ・エコシステムの設計に、ますます焦点が
当てられています。これには、技術要件、デジタルバックエンドシステ
ム、車両運用、安全フレームワークの定義に加え、関係者全員にとっ
て財政的に持続可能なビジネスモデルを実現するためのパートナー
シップや運営モデルの確立も含まれます。インフラの展開戦略は、規
制の整備や技術パートナーの調達プロセスと調整されなければな
りません。技術パートナーとの調達プロセスと調整されなければな
りません

未来のモビリティ 
に向けたグローバル 

なテストベッド

UAEにおけるモビリティ構想の進展速度はまさに注目に値するもの
です。かつては世界の他の地域でパイロット実証に留まっていた技術
が、徐々に本格的な運用サービスへと移行しつつあります。自動運転
ソリューション、電動化された車両群、そして新たな都市航空の構想
が、順次ではなく同時並行して開発されています。

UAEの進展は、政府、事業者、エンジニアリングパートナー間の緊密
な連携がいかにイノベーションを加速させ得るかを示しています。規
制、インフラ、技術開発を整合させることで、同国は次世代モビリティ
のための強力なプラットフォームを構築しました。ドバイは「ドバイ・
モビリティ・ラボ」を設立し、技術の先駆者、ステークホルダー、有能
な人材が一堂に会して、モビリティの未来を形作れる場を提供して
います。

文責
デニス・ヘックマン  
heckmann@fev.com
アンドレア・パンタレロ  
pantaleo_a@fev.com
マキシミリアン・フィッシャー  
fischer_max@fev.com
ダニエル・フフマン  
hussmann@fev.com
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FEVコンサルティングが、グローバル規模で
の戦略的拡大と製品イノベーションをいか
に実現するか

今日の自動車業界において、中国自動車セクターの急速
な台頭は、もはや否定できない世界的な勢力となっていま
す。電動化と自動化を特徴とする技術革命の渦中、中国の
自動車企業は国内市場でのシェアを拡大しただけでなく、
イノベーションサイクルの短縮と競争力の高い製品を通じ
て、世界的な地位を強化しています。 この勢いを支えてい
るのは、大胆な技術の進化、「世界の工場」としての中国の
成熟した産業サプライチェーン、イノベーションハブとして
の中国の人材面での優位性、そして世界最大の自動車市
場がもたらす比類なき商業化の機会です。

今、中国の自動車メーカーは、国内市場が飽和状態に近
づき、競争が激化する中、海外市場への進出を加速させて
います。また、同時に、　中国の経済発展と規制の変遷に
より、先進的なバンやピックアップトラックなど、従来は多
くの中国OEMの製品ポートフォリオに含まれていなかった
カテゴリーへの需要が生まれています。実際には、中国の
自動車メーカーは、市場地域と製品タイプという2つの側
面において、同時に未知の領域へと踏み出しています。そし
て、そこには、規制要件、顧客の利用パターン、販売チャネ
ル、アフターサービスへの期待など、固有の不確実性が伴
います。 こうした未知の要素を乗り越える為には、厳格な
選択と、分析の厳密さと実用的な実現可能性のバランスを
保った計画アプローチが必要となります。

 

»中国の自動車産業が世界的な拡大を加速させる中、 
真の競争力は技術だけでなく、あらゆる製品、あらゆる市
場、そして戦略的な前進の背後にある意思決定の明確さ
によっても定義されることになるでしょう。«

#8
新たなフロンティアを切り拓く:
中国の自動車産業の台頭

|	 43

[ 中国の自動車産業 ]

|	 43



FEVコンサルティングの中国チームは、中国の自動車メー
カーが成長を遂げ、海外市場に進出する中で、一貫して「パ
ートナー」および「支援者」としての役割を果たしてきまし
た。慣れない海外の規制環境に直面した際、同チームは企
業が関連政策を整理・解釈し、それらを製品開発のための
具体的な要件へと変換できるよう支援します。 嗜好が全く
異なる消費者やエンドユーザーに直面した際、当チームは
中国企業が彼らのニーズを正確に把握するとともに、中国
の消費者との相違点や類似点を理解できるよう支援しま
す。顧客ニーズの調査や競合他社とのベンチマークを通じ
て、当チームは企業が「どこで競争すべきか」「どのように勝
利すべきか」を明確にするための強固なデータ基盤の構築
を支援します。 技術ルートの選定や製品機能の定義といっ
た分野において、当チームは常に企業と連携し、パワートレ
インや電子・電気アーキテクチャ、製品構成といった中核技
術の方向性が、企業の長期的なプラットフォーム戦略やブ
ランドポジショニングと整合性を保つよう確保します。

FEVコンサルティングの中国チームは、具体的な意思決定
の支援にとどまらず、企業が持続可能で再現性のある製品
開発体制を構築できる様、計画策定能力についても支援し
ています。

同チームは、製品マトリックス計画の手法や、体系的な製
品・技術計画プロセスの確立を支援し、戦略、研究開発、調
達、製造、販売の各部門間の連携関係を明確化します。企
業が新規市場への参入を準備する際には、市場参入戦略
の策定を支援し、現地の事情に合わせた販売およびアフタ
ーサービス体制を計画します。

これらはまさに、中国の自動車メーカーが従来、専門知識
を欠いていた分野です。「推進役」、「アドバイザー」、あるい
は「戦略的パートナー」として、FEVコンサルティングの中国
チームは常に中国の自動車メーカーと肩を並べ、そのビ
ジョンを段階的な実行可能な意思決定と行動へと転換し
ます。

FEVコンサルティングの中国現地チームの強さが、当社の
大きな差別化要因となっています。1世紀以上にわたるドイ
ツの自動車エンジニアリングおよび経営ノウハウと、急速
に進化する中国の自動車業界に対する深い洞察を融合さ
せることで、当社のチームは、世界的に一貫した基準を維
持しつつ、実用的でカスタマイズされたソリューションを提
供しています。

地理的拡大 商品セグメントの拡大

•	 ピックアップトラック
•	 高性能車
•	 バン

重要な課題
 
•	 規制への不慣れ
•	 型式認定要件
•	 販売チャネルの構造の違い
•	 アフターサービスの複雑さ
•	 文化や顧客の嗜好

中国における自動車事業の拡大：新たな成長にむけた2つの側面

•	 アジア太平洋
•	 中東
•	 ヨーロッパ
•	 南米
•	 アフリカ

重要な課題
 
•	 利用状況に基づく要件
•	 TCOへの期待
•	 フリート／実用性を重視した機能セット
•	 耐久性基準
•	 コストパフォーマンスと性能

両方の側面を同時に考慮すると、戦略的な複雑さが増し、
綿密な計画とパートナーの支援が必要となる

これらは、各クライアントの開発段階、産業における足跡、
組織能力に合わせて調整されており、経営陣が分析的に
妥当かつ実行可能な意思決定を下せるよう支援します。こ
うした取り組みを通じて、専門分野において中国の自動車
業界のクライアントと、長期にわたり信頼に基づくパートナ
ーシップを築いてきました。こうした持続的な協力関係によ
り、FEVコンサルティングはクライアントと共に新たな分野
を開拓し、製品の初期コンセプト定義から世界市場への投
入に至るまでを支援する機会を得ています。

その顕著な一例が、国際的に急速に事業を拡大している
中国の大手OEM企業との、FEVコンサルティングによる長
年にわたるパートナーシップです。このクライアントが、国
内および国際市場における小型商用車セグメント、特にバ
ンやピックアップトラックへの参入を検討し始めた際、それ
は同社の従来の強みを超えた分野への進出を意味してい
ました。経営陣は、成功には、市場の魅力、製品要件、能力
のギャップを明確に把握することに加え、商用車の「用途主
導型」という特性に適した事業モデルが必要であることを
認識していました。

FEVコンサルティングはまず、クライアントの事業判断を支
援するために、包括的な実現可能性分析を実施しました。
参入意向が確認された後、当社は世界の小型商用車のト
レンド、使用シナリオ、競争環境、技術進化について詳細な
調査を主導しました。これらの知見は、市場の優先順位付
けを支え、コアとなる製品開発の方向性を明確化すること
に寄与しました。プログラムが製品企画・定義の段階へ進
むにつれ、FEVコンサルティングはクライアントと並走し、タ
ーゲット市場向けに差別化された製品ポートフォリオと機
能構成を構築しました。同時に、同社は地域ごとのアフタ
ーセールス・エコシステム分析を実施し、サービスネットワ
ークの要件、補修部品戦略、顧客体験に関する期待などの
テーマを検討しました。

この継続中の4年間にわたる協業を通じて、両者のパート
ナーシップは、新たな中国の小型商用車ブランドの誕生と、
その国際市場への段階的な拡大に向けた基盤を築いてき
ました。 FEV Consultingは戦略的パートナーとしてこの変
革を支援できることを誇りに思っています。

当社は、クライアントが不確実性を減らし、選択肢を明確化
し、戦略から実行へと一貫した道筋を確立できるよう支援
しています。

FEVコンサルティングは、今後将来に向けて、地域をまたぐ
事業運営が自動車産業の競争環境を引き続き形づくり、世
界の企業にも中国企業にも、課題と同時に重要な機会を
もたらすと考えています。 中国自動車企業のグローバルな
製品・事業展開を支援することは中核的な使命であり続け
ますが、同時に、国際的な自動車企業が中国のダイナミッ
クで複雑な市場を適切に理解し、対応できるよう支援する
ことも同じくらい重要です。中国の自動車企業の発展と、多
様な市場参加者の成長が相まって、中国自動車産業の進
化は今も続いています。

このような状況では、大きな戦略的誤りを避け、持続的な
競争力を築くために、慎重で客観的かつ合理的な調査と
意思決定が不可欠です。 慎重で事実に基づく分析と、実行
可能な提言を提供することは、FEV コンサルティングの価
値提案の中心であり、私たちは成長・協業・成果の15年を
迎えるにあたり、このコミットメントをさらに強化し続けて
います。

文責
アレックス (チ) チャン 
zhang.chi@fev.com
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商用車業界は急速に変化しています。電動化、ソフトウェア、自動運転機能、そして
新しいビジネスモデルが、製品の開発や運用方法を再構築しています。過去10年
間、FEVコンサルティング自身の歩みも、この変革を反映してきました。当初は特定
の分野に焦点を当てた初期の研究から始まった活動は、現在では、この分野におけ
る最も重要なプログラムのいくつかにおいて、FEVコンサルティングが製品ポートフ
ォリオ、技術、およびソフトウェア戦略を形作る役割へと進化しています。 今日、FEV
コンサルティングは、商用車における技術＆戦略的変革を牽引する主要パートナー
となっています。

#9
10年、4つの時代：
私たちは、如何にして商用車業界に
おける主要な技術・戦略パートナー
となったのか
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第1期：焦点を絞ったスタートと初期の信頼の確立
商用車分野におけるFEVコンサルティングの初期の業務は、コンパクトでターゲ
ットを明確に絞った調査を中心に展開されました。これらの案件は、新興技術の
トレンド、電動化の動向、そして世界各国の主要プレイヤーに関する競合分析を
網羅していました。範囲は小規模でしたが、その価値は極めて高かったのです。こ
れらのプロジェクトを通じて、FEVコンサルティングは正確かつ技術的に確かな
ガイダンスを提供する企業としての評判を築き上げ、チームは商用車の根本的な
ロジックに対する深い理解を得ることができました。

この段階を通じて、FEVコンサルティングはこの分野を特徴づける要素――稼働
時間主導の経済性、長い製品ライフサイクル、そして個人ではなくフリート単位で
計られる顧客基盤――を学びました。こうした初期の洞察が、その後長年にわた
り複数のメーカーとより深く関わるための基盤を築きました。

第2期：飛躍 – 新型電気軽商用バンの開発

大きな前進となったのは、チームが新型の電気式小型バンの製品ポートフォリオ
戦略全体を策定するよう顧客より依頼されたときでした。これは顧客にとっては
野心的なプログラムであり、FEVコンサルティングにとっては変革をもたらすもの
でした。この取り組みにより、FEVコンサルティングの活動範囲は、特定の分野に
焦点を当てた調査から、経営幹部レベルでの関与へと拡大しました。また、これ
がFEVコンサルティングが製品および技術部門のリーダーシップにとって信頼さ
れるアドバイザーとなった転機ともなりました。

顧客にとって、このプログラムは紙上の戦略で終わるものではありませんでした。
その後、FEVグループ内のエンジニアリング部門の同僚たちが、この車両のターン
キー開発を引き受けました。戦略から実行へのこのシームレスな移行は、ある特
筆すべき点を浮き彫りにしました。すなわち、FEVコンサルティングは製品および
技術戦略を策定するだけでなく、それらを現実のものにする手助けもできるとい
うことです。

この経験は、FEVコンサルティングと経営陣との関係を強化し、その後、複数の自
動車メーカーにおける今後のプロジェクトにおける重要な指針となりました。ま
さにこの瞬間、FEVコンサルティングが「技術＆戦略パートナー」としてのアイデン
ティティを確立したのです。



第3期：ソフトウェア、システム、 
統合分野への拡大

電動化が進み、車両がますますソフトウェア主導型になる
につれ、チームの業務範囲は広がりました。FEVコンサルテ
ィングは、現代の商用車開発の中核をなす分野である、エ
ンジニアリング、システム、技術戦略の交差点における課題
の解決を求められました。

買収したソフトウェアスタックの統合 
重要なプロジェクトの一つは、新たに買収したソフトウェ
ア　プラットフォームを既存の車両アーキテクチャに統合
することでした。FEVコンサルティングは統合戦略を主導
し、E/Eシステムを整合させ、量産に向けたソフトウェアの
準備態勢を確実にする上で極めて重要な貢献を果たしま
した。この取り組みは、新型の大型電気商用車の発売を支
え、システムレベルでの複雑性を管理するチームの能力を
実証しました。

 

モダンなソフトウェア組織の構築 
現代的なソフトウェア組織の構築もう一つの大きなステッ
プは、専任のソフトウェア組織のための戦略と運営モデル
の設計でした。この組織は、明確な使命を持つ独立した組
織として設立されると同時に、OEMの開発および製品実行
フレームワークに完全に統合されました。現在、この組織
は製品ライン全体にわたりソフトウェアを提供しており、複
数のクライアントの技術ロードマップにおける中心的な柱
となっています

さまざまなクライアントにおいて、これらのプログラムには
明確なパターンが見られます。FEVコンサルティングの役割
は、従来のコンサルティングにとどまりません。同チームは、
製造企業がソフトウェア、統合、システムアーキテクチャを
持続可能な能力へと転換できるよう支援しており、これは「
ソフトウェア定義の時代」における決定的な成功要因とな
っています。

文責
パトリック・グラスク 
glusk@fev.com
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電気バンによる 
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ナーシップ

業界をリードする技術・戦略パートナーへの道

第4期：戦略、製品、テクノロジーを　　　
横断する統合パートナーへの変貌

長年にわたり、FEVコンサルティングの関与は、ビジネス上
極めて重要な領域へとさらに拡大してきました。従来のエ
ンジニアリングやテクノロジーに関するテーマにとどまら
ず、チームはサービスおよびアフターセールスチーム、製品
中心の事業部門、そしてグループ全体の変革プログラムへ
の支援をますます強化してきました。こうした取り組みを通
じて、FEVコンサルティングは、今日の商用車業界が直面す
る課題に対処するために不可欠な形で、戦略的、技術的、
組織的な側面を結びつけることが可能になりました。

FEVコンサルティングのパートナーシップは、長期にわたる
信頼関係に基づいています。当社のチームは、CTOや上級
エンジニアリングリーダーと緊密に連携し、戦略的な対話
に貢献するとともに、共同でのカンファレンス登壇にも参加
し、クライアントが次世代の製品や運営モデルを構築でき
るよう支援しています。当初は単一のテーマに関する調査
として始まった取り組みは、複数の大手メーカーとの数年
間にわたる協業へと発展しました。

この最終段階の中核にあるのは、商用車の変革は戦略、技
術、製品、組織に分けられないというシンプルなメッセージ
です。これらすべての要素は整合していなければなりませ
ん。こここそが、FEVコンサルティングが最大の価値を築き
上げてきた点であり、すなわち、実務の橋渡し役として機能
し架け橋となり、構造的かつ長期的な影響を及ぼす意思
決定においてクライアントを導くことにあります。

このことが今日のCTOにとって何を意味するか 
今後10年間の商用車業界は、ソフトウェア定義アーキテク
チャ、規制の変化、ゼロエミッション製品群、データ駆動型
サービス、そしてますます統合が進むテクノロジー・エコシ
ステムによって形作られていくでしょう。複雑さは減少する
どころか、むしろ増大するでしょう。意思決定はより大きな
戦略的意義を持つようになり、製品、技術、組織の現実を同
時に考慮に入れなければなりません。

今日、顧客が最も重視しているのは、こうした相互依存関
係を理解し、それら全体にわたって明確な方向性を示せる
パートナーです。構造的な変化を乗り切り、重要なプログラ
ムにおけるリスクを低減し、戦略と実行のギャップを縮める
ことができるパートナーです。

過去10年間の歩みを通じて、FEVコンサルティングは商用
車分野における技術戦略的変革をリードするパートナーと
しての地位を確立しました。さらに重要なことは、この業界
が史上最も変革的な段階に突入する中、顧客を支援する
体制をチームが整えたことです。 

[ 商用車 ]

第1期 第2期 第3期 第4期
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FEVコンサルティングの設立15周年を記念し、ヤンマーパワ
ーテクノロジーの代表取締役社長である田尾知久氏にイン
タビューを行いました。 

ヤンマーパワーテクノロジーは、10年以上の長期にわたるFEVコンサルティング
の顧客であり、互いに　信頼をよせるパートナーです。本インタビューでは、田尾
氏より、長期的なパートナーシップの価値、戦略的専門知識と技術的専門知識の
融合、そして日本とドイツのビジネス文化の融合による成功した協業について、
貴重なご意見を頂きました。

田尾社長、ヤンマーパワーテクノ 
ロジーはFEVコンサルティングと 
約13年間にわたり協業を続けて 

います。この長期的なパート 
ナーシップ関係をどの様に表現さ 

れますか？

ヤンマーパワーテクノロジー社 
にとって、このような長年にわ 

たる協力関係から得られる主な 
メリットは何でしょうか？

 
FEVコンサルティングは、戦略 

コンサルティングと深い技術的 
専門知識を融合させています。 

この組み合わせは、ヤンマー 
パワーテクノロジーにとってどれほ 
ど価値のあるものなのでしょうか？

田尾： FEVコンサルティングとの関係は、信頼、継続性、そして相互尊重に基づい
ています。長年にわたる成功した協業を通じて、FEVコンサルティングは当社の事
業、業界、わが社、そしてその考え方を深く理解するようになりました。この長期的
な視点があるからこそ、物事への取り組みを非常に高い品質と効率の水準から
開始することができ、これは短期的あるいはプロジェクト単位の協業と比べて大
きな利点となります。

田尾： 長期的な協力関係は、一貫性と共通の理解を生み出します。FEVコンサル
ティングは、当社の戦略的方向性、製品、技術的強み、そして組織文化を熟知して
います。その結果、彼らの提言は極めて的を射ており、実践的です。また、この継続
性によって、複雑な戦略的課題に取り組む上で不可欠な、率直で誠実な議論が
可能になります。

田尾： この組み合わせは、当社にとって極めて価値のあるものです。戦略的な提
言は、技術やエンジニアリングの現実に対する確固たる理解に基づいてこそ、最
大の効果を発揮します。FEVコンサルティングは、極めてユニークな形で戦略と技
術を結びつけることができ、それによって戦略的な構想が野心的であるだけでな
く、技術的にも実現可能で現実的なものとなることが保証されます。

#10
イノベーションと文化の架け橋：
ヤンマーパワーテクノロジーと 
FEVコンサルティング、 
13年にわたる戦略的パートナーシップ

[ ヤンマーとのパートナーシップ ]

田尾 知久氏
ヤンマーパワーテクノロジー  
代表取締役社長
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 ご自身の観点から、FEVコンサル 
ティングが他のコンサルティン 

グ企業と比べて何が異なるので 
しょうか

 
 
 

 この提携により、日本とドイツの視
点が融合しています。これらの 

　文化はどのように互いを補完し 
合っている  のでしょうか？

  
 
 

最後に、FEVコンサルティングの 
15周年を 記念して、FEVコンサル 

ティングにどのような   メッセー 
ジを伝えたいですか？

田尾： FEVコンサルティングを明確に際立たせているのは、戦略的能力、技術的
な深み、そしてパートナーシップへの真摯な取り組みが組み合わさっている点で
す。彼らは単なる外部アドバイザーとしてではなく、むしろ、私たちの持続的な成
功に真に関心を寄せる長期的なスパーリングパートナーとして振る舞ってくれま
す。

田尾： 日本とドイツのビジネス文化には、品質、信頼性、長期的な視点といった
重要な価値観が共通しています。同時に、両者は互いにうまく補完し合っていま
す。日本の組織は  調和と継続性を重視する一方、ドイツのパートナーは率直さ
と体系的な問題解決能力をもたらすことがよくあります。この組み合わせにより、
非常に生産的でバランスの 取れた協力関係が生まれています。

田尾： FEVコンサルティングの15周年を心よりお祝い申し上げるとともに、長年
にわたる パートナーシップに心からの感謝を申し上げます。相互の信頼に基づく
協力を大変重視して  おり、今後も先見性のあるパートナーとして、この関係を継
続できることを楽しみにしています。

FEVコンサルティングが持つオフ 
ロードおよび産業用エンジン事業 
に関する知見は、御社の意思決定 

においてどの程度重要でか？

FEVコンサルティングはヤンマー 
パワーテクノロジーの経営意思決定 

プロセスをどのような形で支援してい
ますか？

 

先見性のあるパートナーとしての FEV 
　コンサルティングの役割をどのよに

　評価されますか？

 

田尾： オフロードおよび産業用パワートレイン事業には、非常に特殊な要件や制
約条件があります。FEVコンサルティングがこの業界について持つ深い知見は、一
般的なコンサルティング手法をはるかに超えた成果を生み出しています。オフロ
ード分野における市場構造、顧客の期待、競争環境、技術動向に対する彼らの理
解は、戦略的な対話の質を大幅に向上させてくれます。

 
田尾： FEVコンサルティングは、体系的な分析、明確な視点、客観的な見解を提
供することで、私たちを支援してくれます。彼らは、選択肢の評価、影響の把握、そ
してリスクと機会のバランスの取れた評価を行う手助けをしてくれます。この支
援は、長期的な投資や新たな戦略的方向性を伴う意思決定を行う際に、特に価
値があります。

 
 
田尾： FEVコンサルティングは、私たちの協業において常に未来志向の考え方を
持ち込んでくれます。彼らは、新たなトレンド、新技術、そして変化する市場環境に
積極的に取り組んでおり、これらはオフロード業界や船舶業界にとって重要な意
味を持ちます。これらの業界は、その具体的な範囲や要件において大きく異なる
ものの、先駆者である自動車業界をはじめとする他業界の市場動向や技術トレ
ンドに関する知見からも、当社は恩恵を受けています。この先見的なアプローチ
により、当社は現在の課題に対応するだけでなく、将来の発展に早期から備える
ことも可能となっています。

文責
アンドレアス・ウィアータラ  
wiartalla@fev.com

田尾様、貴重なご見解とご所感を
ご提供いただき、誠にありがとうご
ざいました。

ヤンマーパワーテクノロジー社との長年にわ
たる関係に深く感謝するとともに、これまで築
いてきた率直で建設的、かつ未来志向の協力
関係に心から感謝申し上げます。今後も共に
歩みを続け、パートナーシップをさらに強化し
ていくことを楽しみにしております

[ ヤンマーとのパートナーシップ ]
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事例：世界的なオフロード農業機械メーカーのデリバリ
ー・モデルの変革 
 
我々のクライアントにおかれては、この3ヶ月間の変革プログラムにより、ガバ
ナンスが強化され、意思決定の迅速化が実現し、精密化・高度化された機器の
基盤に向けた基盤を構築することができました。

農業機械業界全体において、製品のデリバリーはますます困難になってきてい
ます。ソフトウェアの組み込みや精密技術の採用が拡大し続ける一方で、グロ
ーバルなプラットフォームや地域ごとの製品バリエーションが、構造的な複雑さ
を増しています。多くの老舗メーカーは、従来、純粋なハードウェア主導の製品
を中核に据えてきました。しかし今日、この仕組みは最早、同社のポートフォリ
オの複雑さに対応できなくなっています。

我々のクライアントである、世界有数のオフロード農業機械メーカーも、まさに
この状況に直面していました。製品発売の遅延、品質上の懸念、コストオーバ
ーランが相次いだことを受け、経営陣は包括的な変革プログラムを開始しまし
た。彼らにとって核心となる問いは明快でした。

「ハードウェア、ソフトウェア、デジタル機能がシームレスに融合しなければな
らないこの世界で、いかにして確実な実行を可能にするデリバリーモデルを構
築できるか？」

FEVコンサルティングは、明快な分析力、技術的な深み、そして体系的な経営コ
ンサルティングを組み合わせ、この取り組みを支援しました。その結果、チーム
の行動、連携、意思決定のあり方にすでに表れているように、事業モデルは変
革を遂げました。製品投入パフォーマンスを強化するための基盤を、しっかりと
整えることができました。

課題：複雑な製品ポートフォリオと増大する相互依存関係 
 
このクライアントは、トラクター、収穫機、建設機械、精密技術などを含む、農業
機械業界で最も広範なグローバルポートフォリオの一つを運営しています。こ
こ数年、ハードウェア、エレクトロニクス、ソフトウェア間の相互依存関係が高ま
るにつれ、社内の複雑性が著しく増大していました。

同時に、いくつかの主要製品の立ち上げにおいて、スケジュールの遅れ、技術的
リスクへの対応の遅れ、そして決定的に深刻なコスト・オーバーランが発生し
ました。そして、ここでの根本的な課題は単一の事象ではなく、組織的な課題で
あることが明らかになりました。意思決定のプロセスは十分に透明化されてお
らず、責任の所在は各部門に分散していました。また、グローバルチームを横断
して高度に統合された製品の開発を主導するために必要な、ガバナンス推進
力が欠けていました。

FEVコンサルティングは、将来の成功に向けて戦略を再考することで、効
率的な製品開発を推進します。組織変革、プロセスの最適化、スキルの
向上を通じて課題に取り組みます。システムの複雑化が進み、コストや品
質への要求が高まる中、製品開発の管理と加速は不可欠です。FEVコン
サルティングの「少ないリソースでより多くの成果を上げる」というアプ
ローチは、研究開発のプロセス、能力、組織構造を網羅しています。
先進技術やAIを活用することで、効率性を高め、イノベーションを加速さ
せ、コストを削減します。FEVコンサルティングは、初期の健全性評価か
ら導入イニシアチブの拡大に至るまで、包括的なサポートを提供します。

#11
次世代の研究開発に向けた取り組み
   

[ 次世代 R&D ]
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アプローチ：全体最適の視点と分析力の
両方を備えつつ、組織に深く入り込む 
 
我々は、この変革プログラムを、シンプルな原則に基づい
て設計しました。それは、「構造的な変更を提案する前に、
システムをエンド・ツー・エンドで理解する」ということで
す。3ヶ月にわたり、当社チームは、グローバルなリーダー
シップ体制全体を網羅する包括的な360度レビューを実
施しました。これには、中枢機能のシニアエグゼクティブ
に加え、現場で商業および運営の責任を担う各地域の社
長も含まれていました。

各機能横断で70件以上の構造化されたインタビューが
実施されました。さらに、3つの完成車プログラムについ
て、初期コンセプト段階から量産開始に至るまでの全プ
ロセスを分析しました。こうした取り組みにより、実行モデ
ルがどこで実行を後押しし、どこで摩擦を引き起こしてい
るのかについて、事実に基づいた部門横断的な理解が得
られました。

結果、明確なパターンが見て取れました。役割と責任が
十分に定義されていなかったのです。意思決定権限は各
部門に分散していました。組織には、製品のライフサイク
ル全体にわたる提供を統括する単一の責任主体が欠け
ていました。

解決策：より強固で透明性の 
高い運営モデル

これらの知見に基づき、FEVコンサルティングは、ガバナン
ス、プロセス、組織構造に対処するための一連の対策を
策定しました。その中心となる要素は、専任の製品プラッ
トフォーム機能の創設でした。この機能は、提供に対する
全責任を持ちます。エンジニアリングの実行部門と並立
し、コンセプト策定からローンチに至るまでの明確な責
任の所在を確保するとともに、取締役会　レベルにおい
ても、可視化された透明性の高い意思決定ラインを確立
しました。

この構造的変化を補完するため、デリバリーチェーン全
体にわたるプロセス改善が定義されました。それらは、コ
ンセプト定義、目標設定、部門横断的な連携、成熟度管
理、および意思決定の準備に関するものでした。その目的
は、プロセスの量を増やすことではなく、誰が、どのような
根拠に基づき、ライフサイクルのどの時点で決定を下すの
か、に関して、より明確にすることでした。

この新しいモデルにより、リスクに関する透明性をより早
い段階で確保し、部門横断的な整合性を高め、実行の予
測可能性を向上させることが可能になりました。

導入と影響

このプログラムの大きな強みは、グローバルのリーダー
シップ　チームと直接連携した点にありました。提言は、
中央機能のシニアエグゼクティブだけでなく、各地域のプ
レジデントとも整合され、変革が組織全体で主体的に推
進される体制が確立されました。実行は即座に開始され
ました。

その効果は明確に表れています。チームはより明確な整
合性をもって協働し、意思決定は一層焦点を絞ったもの
になりました。プロダクトの責任範囲は透明性の高い構
造の中に位置づけられ、説明責任を支える仕組みが整っ
ています。強化されたガバナンスにより、技術的・業務的
なリスクを早期に検知できるようになり、部門間の摩擦も
軽減されています。

継続的な協業：高精度機器の未来を 
切り拓く

デリバリーモデルが確立された今、同社との協業は次の
段階へと移行しています。精密技術を搭載した機器は、オ
フロード業界を特徴づける要素となりつつあります。多く
のOEMにとって、ソフトウェア開発は依然として新しく、急
速に進化する能力分野です。アジャイル開発手法、頻繁な
反復、デジタルリリースサイクルを、従来の産業工学プロ
セスと整合させる必要があります。

FEVコンサルティングはこの統合を支援します。当社のチ
ームは、精密技術プログラムの実行体制の構築を支援
し、ソフトウェアとハードウェアのチーム間の連携を明確
にし、統一されたデリバリーロジックの中で両方の文化
が効果的に機能するためのガバナンスを定義します。そ
の目的は明確です。顧客が機械製品に期待するのと同じ
信頼性と予測可能性を備え、精密技術を搭載した機器を
市場に投入できるようにすることです。

結論 
 
最新の機械を提供するには、ハードウェア、エレクトロニ
クス、ソフトウェアを1つの一貫したシステムに統合した運
用モデルが必要です。この世界的なオフロード機器メー
カーは、その方向に向けて決定的な一歩を踏み出しまし
た。同社が強化した提供モデルは、製品がコンセプトから
発売に至るまでのプロセスについて、明確性、責任の所
在、そして共通の理解をもたらします。これは日々の業務
に根ざした変革であり、次世代の精密技術を搭載した機
器にとって不可欠な基盤となっています。

文責
パトリック・グルスク 
glusk@fev.com
ミルコ・エンゲルハルド 
engelhard_m@fev.com 

»FEVコンサルティングは、当社グループに卓越したコ
ンサルティングサービスを提供しています。技術的な
理解、実行可能な変革への強い注力、そして――お
そらく最も重要なこととして――私のチームに対す
る彼らの敬意ある対応が、組織およびプロセスの変
革を成功させる上で極めて重要でした。« 

世界有数のオフロード車両OEM企業のCEO

プロジェクト・アプローチ

II. 
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欧米のオフハイウェイ機器メーカーは、多方面からのプレ
ッシャーの下で事業を展開しています。コスト、出力、重量
の目標値は年々厳しくなっています。電動化と自動化が
検討段階から実施段階へと移行し、収益性に対する核心
的な要因となるにつれ、製品自体の複雑化も大きく進行
しています。販売台数は、商品価格、金利、規制サイクル、
そして建設・農業分野における投資動向によって激しく変
動します。同時に、新規参入企業や中国の競合他社は、欧
州および北米市場への進出を加速させています。このよ
うな状況下では、単一のプロジェクトでは特定の課題を
緩和するにとどまる、一方、長期的なパートナーシップを
築ければ、組織が意思決定を行い、成果を上げるスピー
ドと効率性を向上させることができます。

本記事は、FEVコンサルティングと世界的なオフハイウェ
イ機器メーカーとの長年にわたる協業を反映したもので
あり、長期的な顧客関係が成果をもたらすための原則に
焦点を当てています。

成果 1：初期段階におけるコストと価値を
体系的に導入する手法

この協業は、進行中の車両プログラムにおけるコスト面
の課題解決に焦点を当てた個別のプロジェクトから始ま
りました。これらのプロジェクトは成果を上げましたが、
実際には、開発の初期段階においてコストと価値を追
跡するための統一された手法が顧客側に欠けていたと
いう、より根本的な問題が浮き彫りになりました。その結
果、付加価値と追加コストが必ずしも一致していなかっ
たのです。

初回プロジェクトの成功、それを通じて築き上げられた
相互の信頼、そしてFEVコンサルティングの自動車業界に
おける知見を基盤として、両パートナーは、体系的なコス
ト・価値管理フレームワークを確立するために、複数年に
わたるプログラムを立ち上げました。専用のコスト・価値
管理ツールチェーンが開発され、複数の新型車両プラット
フォームに適用されました。各プログラムにおいて、この
ツールチェーンは改良され、プログラムのニーズに合わ
せて最適化されました。この反復的な開発が成功したの
は、長年にわたるパートナーシップと、継続的な改善に向
けた双方の意欲があったからこそです。

#12
成果をもたらすカスタマージャーニー： 
持続的な協業が、孤立したプロジェクト 
に優る理由
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顧客の歴史上初めて、マーケティング、製品管理、　エン
ジニアリング、調達、製造の各部門がプロセスの初期段階
で連携しました。これらの部門による共同協議により、機
能価値とシステムコストの間のトレードオフがより明確に
なり、今後の車種ファミリーに向けたより一貫性のある意
思決定が可能となりました。

FEVコンサルティングは2つのレベルで支援を行いました。
チームは、体系的なワークショップ、文書化、責任の明確
化を確保すると同時に、必要に応じて、コスト最適化設計
の評価、仮算定、

および調達支援など、必要な場面で技術的専門知識も提
供しました。長い開発サイクル、特殊な材料要件、少量生
産といったオフハイウェイOEM特有の制約を考慮すると、
業界の知見を統合したアプローチが極めて重要でした。

そして、その成果は顕著でした。パートナー各社は協力し
て、さまざまなプログラムにおいて数百万ドル規模のコス
ト改善策を特定し、実施しました。ベンチマーキングや分
解調査に基づく分析により、コスト要因を理解し、一般的
な目標から実行可能なアイデアへと移行するために必要
な透明性が確保されました。「大まかな推測」に基づく議
論から、エンジニアリングに基づいた意思決定へと変化
しました。

成果 2：複雑さと市場の不確実性を、意思
決定に直結する選択肢へと転換する 

技術の進路が変化する中、経済的な観点だけではもはや
重要な課題に対する答えを見出すことはできません。

同社の経営陣は、どこに投資すべきか、どのような能力を
構築すべきか、そしてグローバル市場向けに製品のバリ
エーションをどのように形成すべきかについて、明確な指

針を必要としていました。そのため、このパートナーシッ
プは、不確実性を体系的な意思決定の選択肢へと変換す
る、将来を見据えた分析へと拡大していきました。

オフハイウェイ機器は、ヨーロッパ、北米、南米、アジアの
極めて多様な市場に供給されています。1つのプラットフ
ォームが、多くの構成や価格帯に対応しなければなりま
せん。このため、一見単純に見える課題も極めて複雑な
ものとなります。ある機能を追加すると、コストはどれだ
け増えるのか？ 互いに排他的な機能のうち、どれを提供
すべきか？ 地域ごとの収益ポテンシャルはどの程度か？

この課題に対処するため、複数の分析を通じて、バリエー
ション戦略、コストへの影響、および顧客の支払意思を検
証しました。その結果、市場カバレッジへの影響を最小限
に抑えつつ、開発および製造における製品の複雑性を低
減することができました。

顧客インサイトが決定的な役割を果たしました。ある調
査事例では、いくつかの選択肢からなる顧客価値調査分
析を用いて約顧客インサイトが決定的な役割を果たしま
した。ある調査例では、約300人のエンドユーザーを対象
とする選択型コンジョイント分析のアンケートを実施し、
高付加価値のコンポーネントオプションに対する支払意
思額を定量化しました。その結果、データに基づいた一連
の選好曲線が得られ、継続的な開発上の意思決定と価
格戦略の両方を裏付けるものとなりました。

こうした取り組みにより、経営陣は確信を持って選択肢を
評価し、仮定ではなく事実に基づいた製品ロードマップを
構築することができました。

成果 3：電動化をコンセプトから実用　 
化へ

カスタマージャーニーは、分析の段階からエンジニアリン
グによる成果提供の段階へと移行できたときに、その真
価を発揮します。今回のケースでは、バッテリー式電気ト
ラクターの実証プログラムがその実証となりました。

オフハイウェイ分野における電動化は、乗用車やトラック
に比べてまだ初期段階にあります。初期生産台数の少な
さ、限られた開発予算、そしてエンドユーザーからの厳し
い期待が、大きな障壁となっています。信頼関係に基づく
協力関係により、OEMはFEVコンサルティングに、初のバッ
テリー式電気プロトタイプ世代のコンセプト定義、エンジ
ニアリング、および組み立てを主導するよう依頼しました。

FEVコンサルティング、FEVエンジニアリング、および当該
OEMの各チームは、アジャイルな体制のもと、2つの大陸
にまたがって協業しました。目標は単なる展示用車両で
はなく、実用可能な車両群の実現でした。実世界での知
見を収集するため、最小限の実用可能な製品（MVP）とし
ての実証機として、2つの世代のプロトタイプが製造され
ました。第1世代は9ヶ月以内に完成し、第2世代には実地
試験からのフィードバックやエンドユーザーからの意見が
反映されました。

その後、これらの車両から収集された貴重なデータと知
見は、量産開発プロセスへのインプットとして活用されま
した。

これらのプログラムは、多くの組織が苦戦している課題
を浮き彫りにしています。機能デモ機を実現するには、車
両アーキテクチャ、熱管理、E/E統合、高電圧安全、機能
安全、およびソフトウェア挙動にわたる完全なシステム統
合が必要です。成熟したパートナーシップにおいては、ス
ピードと規律は競合するのではなく、互いに補強し合い
ます。

この取り組みが報われる理由： 
再現性こそが隠れた強み

この協力関係では、初期の数年間ですでに十数件のプロ
ジェクトが実施され、その後も複数のプロジェクトが相
次いで展開されました。この継続性が重要です。前提条
件、テンプレート、意思決定ロジックが共に進化していき
ます。新しいプログラムはゼロから始める必要がありま
せん。

外部からは、長期的な協業は単なる安定・惰性に見える
かもしれません。しかし実際には、その真価は業務遂行の
質と効率に現れます。

•	 前提条件の整合に費やす時間を削減し、意思決定を迅	
	 速化 
•	 既知のボトルネックが早期に明らかになるため、リスク	
	 が低減される 
•	 コストモデル、意思決定フォーマット、ワークショップの	
	 構成における再利用可能な資産 
•	 対応範囲が広がるため、コストギャップから戦略、実行	
	 へとパートナーシップをシームレスに移行できる

長期的な価値は、単一のプロジェクトから生まれるもの
ではありません。それは、共通の文脈と信頼を築く一連の
取り組みから生まれるものです。これにより、課題が変化
しても、迅速かつ確実に成果を生み出す顧客体験が可能
になります。

文責
カイ・クルーガー 
krueger_kai@fev.com
ダニエル・ベッカー 
becker_d@fev.com 

»私は、プロジェクトチームが達成したスピードと 
正確さに心から感銘を受けました。あなた方なし 
では、これは実現できなかったでしょう！«
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今日、ベンチマーキングでは、単なる比較というよりも、意
思決定の支援に重点が置かれています。テクノロジーの複
雑化が進み、開発スケジュールが短縮される中、組織は早
い段階で信頼性の高い洞察を必要としています。それは、
経営判断を下す前に不確実性を低減し、選択肢を明確に
するのに役立つ洞察です。

モダンなベンチマーキングは、技術的な深みと体系化され
た方法論を組み合わせ、こうした意思決定を支援します。
設計アーキテクチャ、コスト構造、技術の選択は、単に違い
を記述するだけでなく、スケーラビリティ、製造可能性、長
期的な競争力に対する影響を説明するための分析を行い
ます。

このアプローチを可能にする重要な要素は、ベンチマーキ
ングの知見をどのように収集し、再利用するかにあります。
ベンチマーキング・データベース「carat」の開発により、知
見はもはや個々のプロジェクトや文書に限定されなくなり
ました。設計データやコストデータは一貫して記録され、シ
ステムや製品世代を超えて比較可能となり、新たな疑問が
生じた際にも引き続きアクセスが可能です。これにより、ベ
ンチマーキングは継続的に成長するナレッジベースへと変
貌を遂げます。

ベンチマーキングは、異なる視点が交わる初期段階の意思
決定を支援します。エンジニアリング、コスト、製品各チーム
は、共有された参照データを用いて選択肢を検討し、トレー
ドオフを明確にし、実現可能な今後の方向性について合意
を形成します。「carat」というベンチマーキング・データベー
スを活用することで、こうした議論は、プロジェクト毎の個
別バラバラな結論ではなく、一貫性があり再利用可能な知
見に基づいて行われるようになります。

このような情報交換を実現するには、ツールだけでは不
十分です。エンジニアリングチームの近くに身を置き、デー
タを対話へと転換するといった、物理的な近接性が大き

な強みとなります。これを実践している一例
が、アーヘンにある「ベンチマーク・センタ
ー」です。

ベンチマーキングが具現化する
場所

ベンチマーク・センターに足を踏み入れる
と、ベンチマークという抽象的な概念が具体
的なものとして実感できるようになります。
ハードウェアが並べられ、コンポーネントは
開かれ、インターフェースが露わになってい
ます。議論は結果から始まるのではなく、次
のような問いから始まります。「これにより、
どのような意思決定が可能になるのか？」「
どのような選択肢があったのか？」「そして、
それらは次世代製品にとってどのような意
味を持つのか？」

アーヘンのベンチマークセンターは、FEVの
ベンチマーキング能力を強化するという広
範な取り組みの一環として、2024年に設立
されました。ここは単にハードウェアを分析する場所として
だけでなく、技術、コスト、調達といった視点が融合する、協
働的な議論の場として設計されました。物理的なコンポー
ネント、デジタルツール、そして体系化された方法論が、こ
の意見交換を支え、共有された知見を意思決定へと結び
つける手助けをします。

[ ベンチマーキング ]

Benchmarking
in motion

#13  
データから方針へ: 
モダンなベンチマーキングは、 
迅速な意思決定と戦略的焦点の 
明確化をどのように支援するか
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グローバルに広が
るベンチマーキング

米国ー補完的な視点 
北米では、ベンチマーキング活
動は現地の市場要件や顧客プログ
ラムと密接に北米におけるFEVのベ
ンチマーキング 哲学は、焦点を絞った

「less-is-more （少ないほど良い）」と
いうアプローチを採用し、急速に主流に
なりつつある、新興かつ高付加価値の技
術に重点を置いています。チームは、確立
された業界標準にリソースを費やすので
はなく、性能、軽量化、コスト効率、および製造性
に影響を与えるイノベーションに注力しています。この的を
絞ったアプローチにより、知見の創出が加速され、大規模
で付加価値の低いデータセットを処理することによる非効
率性が回避されます。プログラムの進行が速く、リスク許容
度が極めて狭いこの地域において、データを具体的な方
針へと転換することは、エンジニアリングチームにとって不
可欠です。

FEVは、複数の大陸にまたがるベンチマーキング 活動を通
じて、地域との強いつながりを維持しつつ、独自のグローバ
ルな視点を活かしています。北米においては、このアプロー
チにより、チームは現地に存在する技術だけでなく、世界
中の「最良」の技術を特定し、それらの技術が様々な市場
環境下でどのように実践されているかを理解することを可
能にします。こうした知見はFEVのチーム間および顧客間
で継続的に共有され、迅速な知識の移転と情報に基づい
た意思決定を支えています。特に北米の顧客は、急速に進
化するセグメントにおいて、国際的なOEMがどのように高
い機能性、優れた性能、そして競争力のあるコストを実現
しているかを理解しようと努めており、このグローバルな視
点を高く評価しています。

真に重要な技術に焦点を当てることで、北米のベンチマ
ーキングチームは、高精度な分解解析、より深い技術的洞
察、そして顧客に向けたより的確な解釈に、より多くの時間
を割くことができます。このグローバルでありながら的を絞

ったアプローチは、プログラム全体にわたってベンチマー
キングの関連性を確保するだけでなく、FEVがワークショッ
プ、ウェビナー、およびカスタマイズされた講習会を通じて
付加価値を提供することを可能にします。これらはすべて、
複雑なデー田尾明確な戦略的方向性へと凝縮することを
目的としています。

中国－急速に進化する技術環境へのアクセス 
中国は、電動パワートレインの世界的な変革において中心
的な役割を果たしています。開発サイクルは短く、統合レベ
ルは高く、新しいソリューションは驚くべき速さで市場成熟
段階に達しています。

FEVは中国にベンチマークセンターを構えることで、最新
技術をその発祥の地で直接ベンチマークすることが可能で
す。これにより、特に電動パワートレインおよび関連技術に
おいて、新たな設計コンセプト、コスト構造、システムアーキ
テクチャに関する早期の知見を得ることができます。

FEVのエンジニアリングチームとの近接性
は、顧客にとってどのような価値を生み出す
のでしょうか？
コッホ：近くにあることで、ベンチマーキングがエンジニア
リングの現場と直接結びつきます。エンジニア、コストの専
門家、製品チームが肩を並べて、設計の詳細について議論
し、トレードオフを検証し、部品レベルで直接代替案につい
てブレインストーミングを行います。この実践的な交流によ
り、ベンチマーキングは創造的なプロセスへと変わり、意思
決定を加速させると同時に、実際のエンジニアリングノウ
ハウをお客様に伝達することができます。

 
ここ数年のベンチマーキングにおけるハイ
ライトは何ですか？

馬：特に印象深かったのは、中国のベンチマークセンター
で行われたBYD「Han L」のバッテリーに関するプロジェク
トです。その市場に近かったおかげで、BYDがどのようにし
て初のメガワット級充電機能を実現したのかについて、充
電ポートからバッテリーセルに至るまでのコンセプトを遡
りながら、非常に直接的な知見を得ることができました。こ
のようなシステム全体の統合を現場で直接確認すること
は、次世代電動パワートレインの設計思想を深く理解する
うえで極めて有益です。

もう一つの顕著な例は、アウディSQ6の電気駆動ユニット
で、ここではその先進的な熱設計コンセプトを詳細に検証
しました。ローターとステーターの両方に対する直接オイ
ル冷却とドライサンプ潤滑システムの組み合わせは、スマ
ートな熱的・機械的統合を通じて、いかに効率と出力密度
を向上させることができるかを明確に示しています。

中国、ドイツ、米国にあ 
るFEVのベンチマークセ 
ンターの責任者たちとの 
インタビュー

アレクサンダー・コッホ
ベンチマークセンター長 

（ドイツ ）

ムラリ・ムトゥカンナピラン      
ベンチマークセンター長 

（米国 ）

馬騰飛
ベンチマークセンター長 

（中国）

今後、ベンチマーキングはどの
ように進化していくとお考えで
すか？
ムトゥカンナピラン：ベンチマーキングは明
らかに上流工程へと移行しています。その
価値は単なるソリューション比較に限定さ
れず、スマートな分析を通じて、チームが初
期段階から最適解を選び取れるようにする
点にあります。　洞察が一貫して活かされ
ることで、ベンチ　マーキングは単発の取
り組みではなく、コンセプトから量産化に
至るまでの製品開発全般を通じて継続的
に活用されるものとなります。
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ロボットジム – 次のフロンティア 
を探る

ロボットジムは、新興分野であるヒューマノイドロボ
ットに焦点を当てたアイデア創出拠点として、2025
年に設立されました。設立当初から、その協働的かつ
実践的なアプローチを補完するため、意図的にベン
チマーク・センター内に設置されました。

ロボットジムは、ハードウェア、議論、体系的な評価を
組み合わせ、初期段階のコンセプトを顧客と共同で
探求できる場を提供しています。その焦点は、能力、
限界、および潜在的な応用シナリオを早期に把握す
ることにあります。

ヒューマノイドロボットが産業的な実用化に近づくに
つれ、体系的な比較の重要性はますます高まってい
ます。そのため、次のステップとして、確立されたベン
チマーキングの原則を、新しく急速に進化する技術
分野に適用し、ロボットシステムのベンチマーキング
を行う計画です。

「ロボットジム」をベンチマークセンターの環境に統
合することで、将来の自動化に関する課題にも、今日
のベンチマーク業務を特徴づけるのと同じ考え方、
すなわち「協調的」「透明性」「実機に基づく」という姿
勢で取り組むことができます。

世界各所のベンチマークセンターへぜひお越しくだ
さい。実際のハードウェアを手に取り、FEVの各分野
の専門家と意見を交わし、リアルタイムのベンチマー
クデータを検証し、実証済みの手法やツールが実際
にどのように活用されているかをご覧いただけます。

01 
ベンチマーク・センターは、人々が出会い、アイデアを交換
する場としての役割を果たしています 

02 
学際的な専門家チームが、デジタルツールと協働を活用し
て、綿密なベンチマーキングを実施しています 

03 
アーヘン・ベンチマーク・センターに展示されている部品
の数  々

04 
SO-101プロトタイプロボットアームの両手テレオペレー
ション 

05 
Unitree G1 EDU-U5の肩関節の点検

05

04

01

02

03
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イノベーションをリードする 日本の自動車産業は、電動化、ソフトウェア、地政学、産業政策によっ

て形成される新たな時代を迎えつつあります。2025年以降、FEVコン
サルティングは専任の現地コンサルティングチームを設置し、日本で
の事業を拡大してきました。
本記事では、日本の自動車産業の現状、その展望を再構築してい
る要因、そして競争力を維持するために何が必要かをまとめたの
ち、FEVコンサルティングの　日本における事業戦略について説明し
ます。

 
日本自動車産業の現状

まずは、2025年の日本自動車産業にお
ける乗用車セグメントの市場動向につ
いて（グラフ下を参照）。日本車の世界
市場での総販売台数は2,200万台に
達しました。日本は過去10年間にわた

り世界第1位の地位を維持してきまし
たが、直近5年間では市場シェアが徐々

に低下しており、懸念すべき状況となって
います。

また、日本のOEM各社の2025年度（2026年
3月期）の業績見通しからは、収益性の急激な
悪化を示しており、各社が戦略的な岐路に直
面していることが読み取れます。各社は税引き
後利益について前年比で大幅減少を見込んで
います。トヨタは77億米ドル超の減少、ホンダ、

日産はいずれも約40億米ドルの損失予測を発
表しました（※本件執筆時2026年3月時点で
の各社発表に基づく）。 

日本はこれまでにも、半導体や民生用電子機
器分野において、グローバル・バリューチェー
ンの変遷に伴い、競争優位性が遷移する大き
な産業構造の変化に直面してきました。自動
車業界も今、同様の構造変化の時代に突入し
ており、日本の自動車メーカーが技術、コスト、
スピード、実行力においてどのような位置づけ
を堅持・確立できるかが、これまで以上に重要
になっています。

世界自動車生産台数と日本車シェアの推移
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進化を感じる

危機の背景

この危機の背景には、複数の要因があります。また、それら
は同時に日本の押し寄せています。つまり、中国では、電動
化が加速しバッテリーEV（BEV）のバリューチェーン全体で
規模とスピード力を拡大しています。一方、米国における政
策が市場参入や収益性をますます左右するようになってい
ます。日本の自動車メーカーは、細分化された市場環境に
おいて、どこで戦いを挑み、どのように勝利を収めるかを決
定しなければなりません。

電動化の潮流は進み続けており、日本の自動車産業は確
実にそのペースについていく必要があります。脱炭素化目
標により、パワートレインの構成は電動化へとシフトしてい
ます。規制が強化され、技術やインフラが整備されるにつれ
て、BEVの普及拡大に向けたタイムラインは短縮されていく
ことでしょう。

2024年、BEVとプラグインハイブリッド車（PHEV）の合計か
らなる世界の電気自動車販売台数において、日本車メー
カーは僅か3％を占めるにすぎません。日本車メーカーに
とっては、今後、BEVやPHEVが消費者の間でより広く受け
入れられていくであろう中、そのシェア拡大に如何にキャッ
チアップしていくか、が重要な戦略的な優先課題となって
います。

他方、中国の自動車メーカーは台頭し続け、世界のBEV販
売をリードしています。「中国製造2025」の下、中国はBEVを
国家の中核産業と位置づけました。2024年までに、中国は
世界のBEV販売の約63％、

バッテリー市場の約65％を占め、バリューチェーン全体に
おいて　コストとスピードで優位に立っています。また、中
国は、もう一つの国家戦略「デジタル・チャイナ」でも、ソフト
ウェア定義車両（SDV）により、新たなデジタルユーザー体
験の普及を加速させました。ファーウェイやシャオミといっ
たテクノロジー企業は、BEV／SDVを成長戦略に組み込ん
でいます。一方、日本車メーカーについては、デジタル化の
遅れにより、ソフトウェア、エレクトロニクス、および製品投
入スピードに関する課題が増大されています。

米国の政策も日本の自動車メーカーにとっての大きなイ
ンパクト要因の一つです。日本車にとって、米国市場は合計
約460万台（輸入140万台、国内生産320万台）で、世界販売
台数の約20％を占めています。したがって、米国の貿易・環
境・産業政策における最近の変化は、販売台数、利益率、
投資の優先順位に即座に影響を及ぼしています。 日本か
らの自動車および部品に対する関税が2.5％から15％へと
跳ね上がり、利益を圧迫しています。また、米国政府はBEV
への支援が縮小させました。これにより、BEVに注力する
OEMにとっては不透明な状況である一方、BEV対応が遅れ
ているOEMにとっては追い風ともいえます。今日、米国と中
国の間で続く対立はサプライチェーンを分断しており、中国
の電気自動車やソフトウェア主導型自動車を米国市場か
ら締め出されています。これは、日本の自動車メーカーにと
っては、BEVでの地位を強化する好機となっています。但し、
長期的にはBEV化が進むことは否定できないと考えられ
ます。つまり、今こそ、日本自動車産業は将来戦略を描き直
し、それを推し進めなければなりません。

将来に向けた取り組み

今日、中国をはじめとする国々が国家主導型の戦略を打
ち出す中、日本も、2030年代に向けた業界の再構築を図
る「モビリティDX戦略」（2024年）を打ち出し、SDV、自動運
転、データ活用を優先事項としています。その主要な目標
の一つとして、2030年から2035年にかけて、日本の自動車
OEMが世界のSDV販売シェアの30％を占めることを掲げ
ています。

また、2026年1月、日本自動車工業会（JAMA）は「自動車産
業が直面する新たな7つの課題」を発表しました。これらの
多岐にわたる課題には、重要資源や部品の確保、循環型
経済の枠組みの構築、自動運転に基づく交通システムの確
立といったテーマが含まれています。佐藤会長（トヨタ自動
車・副会長）は、「これら多くの難題に企業ごとに競争に立
ち向かうことには限界がある」とし、業界は一体となって、
政府関係者と連携し、構造改革を推進しなければならない
と強調しています。

更には、昨年10月の高市政権は、発足後に発表した日本の
新産業政策にて、供給レジリエンス、経済安全保障、技術的
リーダーシップといったテーマに焦点を当てています。同政
策は、AI、半導体、GX、重要鉱物、ICTなどを、新たな基盤分
野として強化することを訴えています。自動車産業は、いわ
ば、これら「国家戦略産業の複合体」であり、要と再定義で
きます。つまり、今日、サプライチェーンの日本国内回帰、技
術基盤の強化、そしてエネルギー転換の推進にむけて、産
業界と政府の連携した取り組みによって自動車産業の強
化が期待されます。

FEVコンサルティングの日本戦略
 
改めて、日本にとって、自動車産業は日本の柱となる重要
な産業です。そこでの課題は、現在の強みを維持しつつ、
今後10年間に必要となる能力を構築することにありま
す。FEVは、日本のクライアントによる現在の競争力向上と
ともに、将来を見据えたポートフォリオ、組織、投資ロードマ
ップの構築を支援します。

2011年以来、FEVコンサルティングはFEVジャパンと緊密に
連携し、日本を拠点とする顧客を支援してきました。これま
でに、当チームは70社以上のクライアントにサービスを提
供し、950件以上のコンサルティングプロジェクトを遂行し
てきました。日本において、FEVコンサルティングは長年に
わたる顧客との関係を基盤として、彼らの今日の競争力を
強化すると同時に、明日のための多角化と変革を支援して
います。当社の取り組みは複数の視野にわたり、短期的な
業績と長期的なポートフォリオおよび能力の転換を結びつ
けています。

FEVは、日本での戦略実行と顧客満足の実現に向けた重
要な推進要因としてこれらのケイパビリティを備えていま
す。つまり、 

•	 FEVにとってテクノロジーは中心的な役割を果たして
おり、その深い自動車工学の専門性により、技術的な
事実を顧客にとっての明確な選択肢やプログラムへと
変換することが可能になっています。　

•	 また、東京拠点を含む国際ネットワークを活用するこ
とで、FEVは地域をまたいで専門人材やアセットに迅
速にアクセスし、コンサルティングにおいても、ニーズ
に対応しています。

•	 さらに、三菱商事との合弁である Beyond Materials 
によって、FEVのケイパビリティとネットワークは自動
車セクターを超えて拡張され、クロスインダストリーの
変革とイノベーションを促進しています。 

FEVコンサルティングは、日本の自動車OEM、サプライヤ
ー、そしてエコシステムのパートナーとともに、戦略的な志
を測定可能な進展へと転換していくことに、強くコミットし
ています。
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世界乗用車1)  販売予測（単位：百万台）
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16%

プラグインイブリッド2)

その他内燃機者
及びハイブリッド

バッテリー電気自動車

1) 総重量（GVW）3.5 t以下の乗用車（全市場）および総重量（GVW）3.8 t以下のすべての小型車両（米国）を含む
2) プラグインにはレンジエクステンダー式電気自動車を含む
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Beyond Materials（BM）は、日本の素材・化学産業にとっ
て最適な戦略・エンジニアリングパートナーとなることを目
指し、三菱商事とFEVコンサルティングの合弁会社として
2022年に設立されました。

三菱商事のグローバルな産業ネットワークとFEVの深い応用ノウハウを融合させ
たこの合弁会社は、これまで別個の存在であった「先端材料のイノベーション」と

「複雑なシステムレベルのエンジニアリング」という2つの分野を結びつけます。
この独自のポジションにより、BMは市場情報の収集、戦略策定、プロトタイプ作
成・試験・シミュレーションなどのエンジニアリング、そして効果的な顧客・事業開
発に至るまで、製品のライフサイクル全体にわたって顧客を支援することが可能
となります。 取り扱う材料は、エンジニアリングプラスチック、鉄・非鉄金属、複合
材料、接着剤、セラミックス、特殊ポリマー、そして電池セル向けなどの次世代機
能性材料などを網羅しています。イノベーションの最前線に立ち続けるため、BM
は世界をリードする材料研究機関と緊密な連携を維持しています

#15
素材の枠を超えて –
FEV初の合弁事業が将来の成長 
への道を開く

技術的専門知識

戦略および市場
に関する専門知識

材料に関する
専門知識

BM独自の強み
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3年間における目覚しい進展

BMは、日本の素材産業に特化したサービスと手法を備え
た、成熟した信頼されるコンサルティング企業へと発展し
ました。

BMは、素材メーカーと個別プロジェクトや共同コンソーシ
アムプロジェクトを通じてプラスチックリサイクル、ヒューマ
ノイドロボット、次世代電池セル向け機能性材料など、業界
の新たなトレンドについて体系的に深く掘り下げています。

こうした進化は、ビジネス面での成果にもつながっていま
す。BMは35社以上の顧客基盤を築き上げ、100件以上のプ
ロジェクトを完了させ、厳選されたパートナーとの長期的
な関係を確立することに成功しました。これらの成果はす
べて、同社の着実な成長と、日本の素材業界における確固
たる地位を裏付けるものです。

BMは、少しずつですが着実に日本の素材業界に貢献して
おります。

その成功事例の一つが、ヒューマノイドロボットに関するコ
ンソーシアムプロジェクトです。樹脂から金属の専門メーカ
ーに至るまで、日本の主要な材料メーカー7社が結集し、急

速に台頭しているヒューマノイドロボット産業について共
通の認識を築きました。

BMとFEVは、独自のボトムアップ型市場予測を策定すると
ともに、詳細な課題分析、サブシステムおよびコンポーネン
トのマッピング、特定の材料特性がロボットの性能に最も
大きな影響を与える箇所の特定など、技術アーキテクチャ
に関する徹底的な調査を実施しました。 
このプロジェクトを通じて、ヒューマノイドロボットのバリュ
ーチェーンに関する理解、材料が設計上の意思決定にどの
ように影響を与えるか、そして各企業に即した市場参入の
機会を提案しました。 
また、世界最大の展示会であるHumanoid Summit Tokyo
において共同展示も実施し、顧客とロボット産業を直接的
に繋げる試みも実施しました。

もうひとつの成功事例は、低圧ホットメルト材料の市場投
入支援の取り組みです。顧客の疑問は単純なものでした。「
この材料とプロセスは、自動車用途に適しているでしょう
か？」 小さな依頼として始まったこのプロジェクトは、すぐ
に大きな成果をもたらすコラボレーションへと発展しまし
た。BMはまず、材料の可能性と自動車用電子機器の実際
の要件を評価するための技術的実現可能性評価を実施し
ました。これに基づき、関連する応用機会と明確な仕様目
標が導き出されました。それらを顧客が既に保有している
素材グレードと照合したところ、いくつかの次世代用途をす
でにカバーしていることが分かりました。これらの知見をも
とに、BMは自社の製品開発能力を活用し、設計検討や各
種シミュレーションを通じて支援を行いました。最終段階と
して、BMのネットワークから選定された自動車業界のター
ゲット顧客にアプローチし、良好な結果を紹介するととも
に、実りある意見交換を促進しました。

これは、BMが将来性は高いものの不確実性のある素材
を、戦略的に位置づけられたソリューションへと転換し、顧
客のために新たな市場への道を開拓した数多くの事例の
一つであり、初期段階の素材のアイデアを、実用性があり
業界のニーズに沿ったイノベーションへと変えるBMの能力
を実証したものです。

»わずか3年で、BMは日本の素材業界にとって信頼 
されるパートナーへと変貌を遂げました。 
用途と素材、事業と技術に関する専門知識が顧客 
の真のニーズと結びついたとき、そこに大きな成 
果が生まれるのです。«

事実と数字

>35
顧客数

>100
プロジェクト

>10
材料グループ
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第二に、BMは自社の製品開発能力を活用し、先進的な実
証プログラムの展開を模索していきます。多くの日本の企
業は、従来のバリューチェーンにおける位置づけにとどま
らず、より広い視野を持つ必要があります。なぜなら、今後
の将来は「単なる」材料の供給によって決まるのではなく、
ソリューションレベルの価値を提供することによって決ま
るからです。BMは、顧客が戦略的かつ組織的に、純粋な材
料開発から「共同エンジニアリング」に基づく「ソリューショ
ン」へと移行できるよう支援することで、この変革を牽引し
ていきます。

第三に、BMは顧客の研究開発プロセスの改革も支援しま
す。 自動車業界やその他の高度なエンジニアリングを要す
る業界のベストプラクティスを活用し、BMは、顧客のニー
ズ、用途要件、および材料イノベーションの間のループを閉
じる、効率的で卓越性を追求する研究開発組織の構築を
支援します。特に、確立された仮想ツールチェーンとAIの導
入により、BMは材料開発のあらゆる段階を加速させ、企業
の運営方法を変革しています。

第四に、日本における現地での存在感と、より広範な業界
エコシステムの強化です。BMは、コンソーシアム員プログ
ラムを展開することで、共創の触媒としての役割を拡大し
ていきます。

この取り組みは、信頼できるパートナーに対し、有意義な
意見交換、知見の共有、そして新興産業の協調的な開拓を
行うための場を提供します。同時に、BMがより力強く日系
企業を支援するためには、日本に根付いたプロフェッショ
ナルが不可欠です。そのビジョン、業界に対する深い理解、
そしてネットワークにより、BMが市場で確固たる地位を築
くことを可能にした阿部哲志博士とヨハネス・ホーベン氏
は、顧問職へと移行しました。 経営陣は、合田 咲人（社長）
と田中 篤（副社長）に引き継がれました。両名の業界に関
する専門知識、市場への洞察力、そして強固な顧客ネット
ワークは、日本国内で継続的に拡大を続ける現地コンサル
ティングチームによって支えられ、戦略的拡大の次の段階
を牽引していくことになります。

今後を見据えて、BMは将来に向けて確固たる基盤を築い
ており、お客様のニーズに合わせて進化し続け、お客様が
経済・技術の変化に先んじて対応し、今後数年にわたり持
続可能な成長を確保できるよう支援してまいります。

継続的な成長

BMは将来に向けて確固たる基盤を築いており、業界が大
きな変革を遂げる中で、お客様をしっかりとサポートしてま
いります。BMの次の段階を形作るのは、4つの主要な成長
分野です。

第一に、新たな産業へのさらなる多角化です。自動車産業
は急速な構造変化の真っ只中にあり、近年では、かつての
ように素材産業の世界的な成長を牽引する役割を果たさ
なくなっているため、

BMはすでに、ヒューマノイドロボット、エネルギーシステム、
航空宇宙、防衛、半導体、データセンターなどの他業界で
も注目を集めています。これらの分野は先端材料に大きく
依存している一方で、明確に定義された要件や体系的な開
発プロセスが一部欠如しています。BMは、顧客が自社の製
品ポートフォリオや企業戦略をどのように適応させるべき
かを理解できるよう支援しています。

クライアント：アジアの資材サプライヤー – 構想から実装まで
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Humanoids

モビリティ 航空宇宙 エネルギー ヒューマノイド 半導体 データセンター 防衛



15年前にこの旅路を始めた当時、世界は複雑ではあった
ものの、まだ理解できる状況でした。然し、今日、複雑さと
不確実性は「デフォルトの状態」となっています。モビリティ
はもはや単なるモビリティではありません。エネルギーは
もはや単なるエネルギーではありません。ソフトウェアはも
はや単なるソフトウェアではありません。あらゆるものが互
いに影響し合い、プロジェクトの成否はそれらの接点にか
かっています。だからこそ、私はこの最後の数ページを、楽
観的ではあるものの、決して安易ではない展望を述べる場
として活用したいと考えています。

今後10年間について、私はこのように考えています。私たち
は、発明によって進歩が牽引されてきた時代を後にして、迅
速かつ知的な統合によって進歩が決まる時代へと突入しつ
つあります。勝者となるのは、最も大胆な未来像を掲げる
者たちではありません。制約のある中でシステムを産業化
し、それでもなおスピードを落とさずに前進できる者たちこ
そが勝者となるでしょう。

これを具体的に説明しましょう。第一に、エネルギーは、た
とえそれが単なる公益事業の細部であるかのように振る舞
っている場所であっても、設計上の主要な変数になりつつ
あります。人工知能は、しばしば「無重力」で「デジタル」で
あり、無限に拡張可能であると表現されます。しかし、それ
はどれも当てはまりません。人工知能とは、チップ、ラック、
熱、水、許可、そしてメガワットそのものなのです。 エネルギ
ー業界全体では、すでにこれを双方向の関係として捉えて
います。つまり、電力なしにAIは存在し得ず、AIはエネルギ
ーシステムの運用方法を再構築するということです。これ
が実務上意味するところは明白です。多くのプロジェクト
において、「市場投入までの時間（time-to-market）」は「電
力供給までの時間（time-to-power）」へと変わりつつあり
ます。信頼性が高く手頃な価格のエネルギーを確保できな
ければ、そのロードマップは現実の壁にぶつかって破綻す
るでしょう。

第二に、AIにおける真の変革はチャットボットではありませ
ん。それは「支援」から「実行」への移行です。最も価値のあ
るアプリケーションは、

より優れたテキストを生成することではありません。それら
は、エンジニアリングのワークフローから摩擦を取り除き、
反復サイクルを短縮し、不確実性下での意思決定の質を向
上させるものとなるでしょう。本号では、その論理がさまざ
まな形で具現化されているのを見て伺えます。反復的なタ
スクを引き受けるエージェント、データを意思決定に変換
するツールチェーン、そしてエンジニアリングの知識を大規
模に再利用可能にする手法などです。

ここで注目すべき点は、多くの組織がAIについて語ってい
ながら、依然として業務のスピードが低下してしまうという
ことです。ツールやダッシュボード、パイロットプロジェクト
を導入するものの、承認プロセスは変わらず、データの断
片化も解消されず、実際の業務の進め方を変えることへの
恐れもそのまま残ってしまうのです。表面的な部分だけを
自動化し、ボトルネックには手をつけずに放置してしまうの
です。 一方、他の組織は、それほど華やかではない道を選
ぶでしょう。インターフェースを標準化し、データ基盤を整備
し、ガイドラインを定義し、専門家が自身の業務に密着した
小規模な自動化を構築できるよう権限を委譲するのです。
こうして生産性は飛躍的に向上していくのです。

第三に、好むと好まざるとにかかわらず、モビリティはマル
チエネルギー・ポートフォリオ事業へと変貌しつつありま
す。電動化は進み続けていますが、それは単一の直線的な
道筋をたどるものではありません。顧客の経済性、インフラ
の現実、規制、そして地政学によって形作られる状況が展
開されるでしょう。技術リーダーにとっての示唆は明らかで
す。もはや「勝者」を一つ選ぶことこそがスキルなのではあ
りません。真のスキルとは、複雑さがコストや遅延へと爆発
的に増大することを防ぎつつ、選択肢の幅を保つアーキテ
クチャを設計することにあります。

また、この分野において、サステナビリティはより深刻かつ
測定可能な課題となります。循環型社会はスローガンだけ
では実現できません。データ、透明性のあるベンチマーク、
そして調達、コンプライアンス、

製品寿命末期の経済性。言い換えれば、サステナビリティは
「意図」から「説明責任」へと移行しつつあります。これは良

い傾向ですが、野心と実行を混同する人にとっては居心地
の悪いものとなるでしょう。

そこで一歩引いて見てみると、そこには共通したパターン
があることが分かります。技術は加速していますが、制約は
物理的かつシステム的なものになりつつあります。グリッド
容量、素材の調達可能性、認証に要する期間、サイバーセ
キュリティ上のリスク、機能安全、サプライチェーンのローカ
ライズなどがそれに当たります。未来において報われるの
は、制約を「設計空間」として扱い、後付けの問題として捉
えない人々です。

では、これは私たちにとって、そして読者の皆さんにとって、
どのような意味を持つのでしょうか？ 特にCTOやそれに類
する役職にある皆さんにとっては、今こそ「現実的な制約の
下で、何を大規模かつ迅速に、かつ信頼性・安全性・収益性
を確保して産業化できるか」という、ある重要な戦略的問
いを投げかけることが、これまで以上に重要になっていま
す。この問いは、一見するとやる気を掻き立てるようなもの
ではないかもしれませんが、信頼性、安全性、そして規模の
確保に失敗した場合のコストは今後ますます高まるばかり
であるため、まさに皆さんの信頼性を守るための問いなの
です。私たちにとって、その取り組みは極めて明確です。

#16
展望：　未来は予測するものではない、 
自ら創り出すものである

文責
アレクサンダー・ナセ  
nase@fev.com
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私たちは、戦略的な野心と技術的な現実を結びつけるとい
う、自らの使命を果たし続けます。ベンチマークやシミュレ
ーション手法から、複雑さを選択肢へと変換する意思決定
フレームワークに至るまで、不確実性を低減するソリューシ
ョンやサービスへの投資を継続していきます。 モビリティ、
エネルギー、デジタル化の領域は現実世界ですでに融合し
ているため、私たちはこれらを横断する統合的な思考を追
求し続けます。同時に、自社を含め、過度な期待や誇大宣
伝に対しては、健全な懐疑心を持ち続けます。

これからの10年間は、未来を最も的確に予測した人たち
に与えられるものではありません。それは、未来を端から
端まで戦略的に設計し、制約が厳しくスピードが求められ
る状況下でも、その有効性を実証できる人たちに与えられ
るものです。

この記事をお読みいただき、私たちに意見を投げかけ、共
に築き上げてくださり、ありがとうございます。 
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